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７　１９８０年代前半Ｉ　ＢＭ杜の組織変革

　本稿の課題は，Ｉ　ＢＭ杜の戦後の事業展開と組織変革のプ ロセスをたとっ て

みることであ った 。

　すでにこれまで，４（本稿（３）） ，５（本稿（４）（５）（６）），６（本稿（７）（８））の展開の中で ，

１９５０年代から１９７０年代に至るまでの事業展開と組織変革をあきらかにしてきた 。

　本早では，さらにＩ　ＢＭ杜の戦後におげる経営構造の展開のもっとも現在に

近い段階である ，１９８０年代前半のそれに焦点を当てる。いわゆるコソピ ュータ

の「世代」観定からすれは，すでに２でのべたように，本早で対象とするこの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
最近の時期は，　般に「第４世代」といわれている段階である 。

　以下，本早でも ，まず〔１〕で１９７０年代末から１９８０年代の今目までのＩ　ＢＭ

杜の事業構造の展開をあきらかにし，〔２〕でそれに対応する１９８０年代前半の

組織構造の変革の内容を具体的にみていくことにする。ただし，ここで対象と

する段階は直接現在につながる段階であり ，この段階での展開の結果はすでに

３で，あらかじめ現在の段階のＩ　ＢＭ杜の経営構造としてあきらかにしておい

た。 そこで，ここではそれを念頭におきながら，直接それに至る事態の展開を

あきらかにすることになる 。

　　１）本稿（１），本誌，第３１巻第４号，１９８２年１０月，８２～８３べ一ジ図１を参照 。

〔１〕　１９７０年代末～１９８０年代前半におげる事業構造の変化

　ここでの課題は，１９７０年代末から１９８０年代の今日に至る事業構造の展開をあ

きらかにすることであるが，この間のＩ　ＢＭ杜の事業の分野別構造の変化につ

いては，すでに３の〔１〕でふれたとおりである。ここでは重複を省き，とくに

中心事業であるテータ処理事業，すなわち コソピ ュータ事業に焦点をしぼり ，

その展開を少し具体的にあきらかにしておくことにする 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４）



　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（９ ・完）（坂本）　　　　　　　　　　　２５

　（１）４３００シリーズ，３０８Ｘシリーズの導入と「第４世代」への移行

　¢超ＬＳ　Ｉ段階の到来

　コソピ ュータの論理素子および記憶素子を形成する電子回路デバイス ，Ｉ　Ｃ

（集積回路）の発展については，すでに６の〔１〕の（１）でくわしく説明した 。

　そこであきらかにしたように，Ｉ　Ｃの素子集積度は，１９７０年代後半以降，そ

れまでの年２倍の増加というスピードはいく分ダウソしたものの，やはり２年

に２倍程度の倍率で確実に高度化を続けて今目に至っている。そして，そのよ

うな素子集積度の高度化の展開の中で，１９７８～７９年には素子集積度は１０万個の

オーダー に乗り ，さらに１９８３～８４年には５０万個の水準を超えるまでに達するこ

とにな っている 。

　このようたＩ　Ｃの発展をさらに具体的に記憶素子（メモリー）としてのＩ　Ｃ

の発展としてみてみると，それは，１９７６年に１６Ｋ（キ ロ）ビットを実現して以

降， １９７８～７９年には６４Ｋビット ，さらに１９８３～８４年には２５６Ｋビットと ，３～４

年おきに容量を４倍化するような発展を続けてきていることになる。このよう

な発展の流れの中で，さらに１９８６年ごろには１Ｍ（メガ）ビ ット ・レベノレのＩ　Ｃ

メモリーが出現すると予想されていることは，周知のとおりである 。

　ところで，Ｉ　Ｃの発展については，すでに６で説明したように，　般に素子

集積度が１，ＯＯＯを超えるあたりからとくにＬ　Ｓ　Ｉ（大観模集積回路）と呼はれて ，

それまでの段階と区別されるようになり ，さらにそれが１０万を超えると，今度

は超Ｌ　Ｓ　Ｉと呼げれて，Ｉ　Ｃのさらに新しい発展段階を彩成すると理解されて

いる。このような理解からすると ，Ｉ　Ｃの発展は，上のような素子集積度の展

開からすでにあきらかなように，１９７８～７９年ごろを境としてその新しい段階と

しての超Ｌ　Ｓ　Ｉの段階に入っているということができる。したが って，本早の

対象とする時期は，Ｉ　Ｃの発展段階としてはちようどこの超Ｌ　Ｓ　Ｉの段階に相

当することにた っているわげである 。

　　　４３００シリーズの導入と「第４世代」への移行

　以上のようにして，１９７０年代末以降，とりわけ１９８０年代に入るとＩ　Ｃは超Ｌ

Ｓ　Ｉの段階に入っていくことになり ，エレクトロニクスの世界は「超Ｌ　Ｓ　Ｉの

　　　　　　　　　　　　　　　　（２５）
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時代」を迎えることになる。そして，それは早速に コソピ ュータの新しい技術

的基礎としても使用されることになり ，コソピ ュータそのものの新しい時代 ，

すなわちその「第４世代」を拓くことに汰 った 。

　このような，超ＬＳＩ ，すなわち６４Ｋビ ット ・レベルのＩＣを装備した コソ

ピュータとして最初に登場することになったのは，↓９７８年後半から１９７９年にか

げてあいついで発表された，Ｉ　ＢＭ杜の８１００情報システム，システム３８，およ

び４３００シリーズであ った。とくにＩ　ＢＭ杜の汎用 コソピ ュータの流れの中で ，

「第３ ・５世代」コソピ ュータとしてのシステム３７０の中 ・小型機種を後継す

るものとして，１９７９年１月末発表された４３００ノリース，別称Ｅノリースは，新

しいｒ第４世代」を拓くシソポ ノレ機種として位置づけられることにな った。こ

うして，これまでのシステム３６０，システム３７０の導入に引き続いて，この４３

００シリーズの導入に際しても，Ｉ　ＢＭ杜はそれによっ てエレクトロニクス技術

の新しい展開を体現するコソピ ュータの新しい時代を拓くことになったわけで

ある
。

　新「世代」の超小型 コソピ ュータとしての８１００情報システムとシステム３８に

ついてはあとで項目を改めて説明することにして，ここでは新「世代」の汎用

コソピ ュータとしての４３００シリーズについてその特徴を少し具体的にみておく 。

　４３００シリーズは，１９７９年１月末，具体的には４３３１および４３４１という２つのモ

テノレ として発表された。先に２（本稿（１））の図１でも示しておいたように，これ

ら２つのモデノレは，４３３１がシステム３７０の小型モデ ノレ，１１５，１２５に，４３４１が

中型モデル，１３８，１４８にそれぞれおきかわるものとして出された 。

　この４３００シリーズの特徴のまず第１は，上にのべたように，新しい発展段階

のＩ　Ｃとしての超Ｌ　Ｓ　Ｉがその技術的基礎として採用され，それと同時に導入

された新しいバッ ケージソグ技術と合わせて，画期的な コスト ・ダウソを実玩

したことであり ，さらに先の３０３Ｘシリーズの場合に引き続く低価格政策がと

られたことと結びついて，画期的た コスト ・バフォーマンスの上昇を実現した

ことである。この点をみるために，はじめにシステム３７０の対応モデ ノレ との対

比で４３３１．４３４１の性能 ・価格を示してみると，表６７のとおりである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６）
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第６７表　４３００シリーズとシステム３７０の性能 ・価格対比（４３００シリーズ発表時点）

　　　　３７０／１１５－２３７０／１２５－２　４３３１　３７０／１３８３７０－１４８　４３４１　３７０／！５８－３　３０３１

主メモリー６５Ｋ～　９６Ｋ～　５１２Ｋ～　５１２Ｋ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１Ｍ～２Ｍ２Ｍ～４Ｍ５１２Ｋ～６Ｍ　　２Ｍ～６Ｍ容量　　　　　３８４Ｋ　　５１２Ｋ　　　１Ｍ　　　１Ｍ

メモリー・
サイクル ・　　　　　　　　　　１３００
タイム 　　

４８０３２０～４８０（４官ｙｔ・・）７１５～９３５４０５～５４０ＮＡ６９０～１ ・０３５

（ナノ 秒）

マツソ ・サ
イクル ・タ
　　　　　　４８０　　　　４８０
イム
（ナノ 秒）

チャ ネル １ １

　　２７５～　　　　１８０～　　　　１５０～
ＮＡ
　　　１ ．４３０　　　　　　２２５　　　　　　３００

０～２ ５　　　３～６

１１５

３４５

１！５

Ｏ～６　　　　　６

買取価格＄ｇ１，ｏＯＯ＄１７ｇ，７５０＄６８，７６０＄２７１ ，２６０＄４５０，３００、＄２４８，７６０；＄１５４５，３６５＄１０００，ＯＯＯ
（呑モリ 憂）（・…）（・１・・）（・１・・）（・Ｍ）（１Ｍ）（・Ｍ）１・Ｍ） 　１・Ｍ）

リース価格　＄２，８８０　＄５，９１５　＄１，６７９＄１０，４３９；＄１７，６２４　＄６ ，０６９　＄４４，２５５　＄２５・Ｏ００
（契約年数）（４Ｙｅａ「ｓ）（４Ｙｅａ「ｓ）■（２Ｙｅａ「ｓ）（４Ｙｅａ「ｓ） 、（４Ｙｅａ「ｓ）（２Ｙｅａ「ｓ）（４Ｙｅａ「ｓ）　（４Ｙｅａ「ｓ）

１Ｍビ ヅト
当りメモリ　＄７５，ＯＯＯ＄７５，０００＄１５，０００＄７５，ＯＯＯ＄７５，０００＄１５，ＯＯｏ　＄７５，ＯＯＯ　＄７５ ，ＯＯＯ

一価格

（出所）情報産業研究会監修『ＩＢＭ ・ユ９７０年代の総括』１９８０年，（株）モースト ・アンド ・モア ，１０４ぺ 一ジ表２－６ 。

　まず記憶素子として６４Ｋビ ット ・メモリーＩ　Ｃが採用されたが，これによっ

て５１２Ｋバイトの記憶容量が４．９×７．５イソチのカード１枚にバックされるよ

うになり ，所要スベ ースはシステム３７０の場合にくらべて実に３２分の１に小型

化されることにな った。しかも，この１枚のメモリー価格は７，５００ド ノレで，シ

ステム３７０の場合のそれの５分の１に低下することにな った。したが って，表

にもあるように，１Ｍバイトあたりのメモリー価格はシステム３７０の７５，ＯＯＯド

ノレから１５，ＯＯＯドルヘ，５分の１に低下することにな った 。

　また論理素子については，１チ ヅプあたりの論理回路数が７０４の局密度論理

回路Ｉ　Ｃが採用され，システム３７０の場合のそれが４４であったのに対比して ，

１６倍の高密度化を実現することにな った。そして，これによっ て， Ｃ　ＰＵ組立

てに要するプリソト回路板数は，たとえぱシステム３７０モデノレ１３８の場合１５枚

であったのに対して，４３４１では４．５枚ですむことにな った 。

　他方，価格についてみてみる，表６７に示されているように，４３３１はシステム

３７０モデノレ１３８と性能は同程度のものをもっ ているが，価格はその４分の１に

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２７）
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たっ ていた。また４３４１は，モテノレ１４８の性能を大幅に上回っていたが，価格の

方はその５５劣という安さであ った（モデル１３８とくらべても，８％安くな っていた）。

　このようた技術革新による性能の上昇と価格の低さの結果，４３３１と４３４１はシ

ステム３７０モデノレ１３８と１４８に対して，約４倍の コスト ・パフォーマソスを実
　　　　　　　　　　　　　　２）
現することになったわげである 。

　しかし，このような４３００シリーズの低価格と高い コスト ・バフォーマソスは ，

Ｉ　ＢＭ杜の当初の需要予測と販売方法の見通しを大きく狂わせることにな った 。

すなわち，一方では，４３００シリーズに予想をはるかに超える注文が殺到し，供

給体制が追いつかない状況を発生させることにな った（１９７９年１月に発表されて

３週問足らずのうちに，このシリーズの総生産予定台数の２倍以上にもあたる，４万

２， ０００台の注文が殺到したといわれる）。 また他方では，この中 ・小型の「第４世

代」コソピ ュータ４３００シリーズの発表は，さらに大型のそれにあたるＨシリー

ス（３０８Ｘノリース）の発表が近いことを予想させ，これがそれの先代シリーズ

である３０３Ｘ ：■リースの，買い取りからレソタノレヘの大量の切り換えを引き起

して，ＩＢＭ杜が予定していた売り切りの促進を裏切ることにな った。そして ，

その結果として，設備拡充資金およぴレソタル資産投資資金の集中的た確保が

必要になり ，資金計画にも大幅な修正が必要とされることにた った。先に６の

〔１〕の〔５〕で１９７０年代の「財務構造」を説明した際，Ｉ　ＢＭ杜は，１９７９年か

ら３年にわた って合計２３憶７０００万ド ノレ という ，かってない多額の長期借入金を

導入することになったことをあきらかにしたが，Ｉ　ＢＭ杜がこの時期に急にこ

のような大量の長期借入金を必要とした背景には上のような事情があったので
　　３）

ある 。

　４３００シリーズの特徴の第２の点は，それが，汎用 コソピ ュータとしてはＩ　Ｂ

Ｍ杜でははじめての本格的な分散処理（Ｄ１ｓｔｒ・ｂｕｔｅｄ　Ｄａｔａ　Ｐｒｏｃｅｓｓｍｇ通称ＤＤＰ）

システム市場向げの機能をもっ たものであったことである。それは，両モデ ノレ

とも，データ ・べ 一ス／データ ・コミュニケーショソや会話型分散処理機能を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
享受できるように設計されたものであ った 。

　このような分散処理システムの形成への動きは，すでに１９７４年９月にＩ　ＢＭ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８）



　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（９ ・完）（坂本）　　　　　　　　　　　２９

杜がシステムズ ・ネ ットワーク ・アーキテクチ ュア（Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｒｃｈｉｔｅｃ －

ｔｕｒｅ），通称Ｓ　ＮＡを発表したときから始まっ ていた。このＳ　ＮＡというのは ，

それまでの中央集中型のオソライソ ・システムの制約を克服するために，端末

に分散処理用の コソピ ュータを導入して，中央のホスト ・コソピ ュータから通

信回線や端末機の制御機能を解放し，アプリヶ一シ ョソの処理に専念できるよ

うにしようとする仕組みであ った。そして，そのようた分散処理用 コソピ ュー

タとして ，１９７４年に３７９０データ通信システムとよぼれるデータ処理機能をもつ

端末機が発表された。しかし，この段階では本格的な分散処理用 コンピ ュータ

がまだ不整備であり ，Ｓ　ＮＡもホスト ・コソピ ュータ依存型を逃れないもので

あっ た。

　ところで，すでに６の〔２〕であきらかにしたように，Ｉ　ＢＭ杜は１９７４年から

１９７５年にかげて大幅な組織改革を行い，汎用 コソピ ュータを担当するデ ータ ・

プロセシソグ ・プ ロダクト ・グル ープ／データ ・プ ロセシソグ ・マーケティソ

ク・ クノレープ（ＤａｔａＰｒｏｃｅｓｓｍｇＰｒｏｄｕｃｔＧｒｏｕｐ／ＤａｔａＰｒｏｃｅｓｓ１ｎｇＭａｒｋｅｔｍｇＧｒｏｕｐ）

から超小型 コソピ ュータおよび事務機器を担当するゼネラノレ ・ビジネス ・グ ノレ

ープ（Ｇｅｎｅｒａ１Ｂｕｓｍｅｓｓ　Ｇｒｏｕｐ）を独立させることにな ったが，上のような分散

処理システムの形成をめぐっ て， その後これらの２つのグノレープが独自の展開

を行うことにな った 。

　１９７４年のＳ　ＮＡは，いうまでもなく汎用 コソピ ュータ ，システム３７０をホス

ト・ コ：／ピ ュータとして構想されたものであり ，データ ・プ ロセシソグ ・プ ロ

ダクト ・グルーブから出されたものであ ったが（組織改革後のグノレープ系列からい

えぱ），他方，１９７５年以降，新しく形成されたゼネラノレ ・ビジネス ・グ ノレープ

から，超小型 コソピ ュータをべ一スにした新たな分散処理システムが打ち出さ

れてくることにな った。すなわち，すでにみたように，このグノレープからは ，

１９７５年以降，システム３の後継機種としてのシステム３２（１９７５年３月），システ

ム３４（１９７７年４月），さらにシステム３８（１９７８年１０月。システム３８については，つぎ

の項で説明する），またシステム７の後継機種であり ，Ｉ　ＢＭ杜にとっ てはじめ

ての本格的なミニ ・コソピ ュータとしてのシリーズ１（１９７６年１１月），さらによ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９）



３０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

り小型のポータブ ノレ ・コソピ ュータである５１００（１９７５年９月）など，独自の コソ

セプトにもとずく新機種が矢つぎ早に発表されていくことになった。そして ，

これらの超小型 コソピ ュータに特徴的であ ったことは，それらがそれぞれ連結

しあって複数のホスト ・コソピ ュータをもっ た， 文字どおりのシステムズ ・ネ

ットワークをつくることが可能にな っており ，したがってこれによっ て本格的

な分散処理システムが形成されることにたったということである。このような

展開をべ一スにして ，１９７６年１１月には，ゼネラ ノレ ・ビジネス ・グノレープから ，

新ＳＮＡが発表されることにな った 。

　こうして，１９７４年～７５年の組織改革以後，Ｉ　ＢＭ杜の分散処理システムをめ

くる展開は独立した２つのクノレープ間の企業内競争の様相を呈しながら進むこ

とになったのであるが，上のようなゼネラノレ ・ビジネス ・グノレープの積極的な

展開に対して，１９７８年になると，こんどはデータ ・プ ロセシソグ ・プ ロダクト

・グノレープから本格的に分散処理システムの彩成を目的とした小型 コソピ ュー

タ， ８１００庸報 ノステムが発表されることにた った。そして，そのような８１００情

報システムによる分散処理システム市場への本格的な進出をべ一 刈こして，さ

らにテータ ・プ ロセ：■ソグ ・プ ロタクト ・クノレープカ事業の中心である汎用 コ

ソピ ュータでも分散処理システム市場への対応を打ち出したのが，４３００シリー

　　　　　　　　　　５）
ズであ ったわげである 。

　４３００シリーズは，１９７９年１月末，すでにのべたように４３３１および４３４１という

２つのモテノレで発表されたが，その後今目に至るまでのモテ ノレ展開をみてみる

と， 表６８のとおりである 。

　表に示されているように，４３００シリーズはその後，一方では４３３１．４３４１の両

モデルのサブモデ ノレ ・レベルでの展開をすすめると同時に，さらに最近では新

たなモテノレの展開をすすめることにな っている 。１９７９年，最初に発表された２

つのモデルはサブモデ ノレ ・レベノレではそれぞれ４３３１－１．４３４１－１にあたるが，そ

の後，１９８０年５～９月に４３３１－２．４３４１－２が発表され，さらに１９８２年３月には最

下位の新モデ ノレ４３２１，および４３３１－１１．４３４１－１０．４３４１－１１，また１９８２年１２月に

はモテル４３４１の上下両端を埋める４３４１－９およぴ４３４１－１２が発表された。そして ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（３０）
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第６８表　４３００シリーズのモデル構成（１９８４年末現在）

モデル名

４３２１

４３３１－１

４３３１－１１

４３３１－２

４３４１－９

４３４１－１０

４３４１－１

４３４１－１１

４３４１－２

４３４１－１２

４３６１－３

４３６１－４

４３６１－５

４３８１－１

４３８１－２

４３８１－３

（注）

（出所）

発表年月 翠出質・１・・ 主砧 キ以こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｂｙｔｅｓ）　　　（Ｂｙｔｅｓ）

１９８２．　３　　　１９８２ ．　６　　　　　０ ，１９　　　　１八Ｉ

１９７９．３　１９７９．６　　０，１９　　０．５入Ｉ ，１Ｎ征

１９８２．　３　　　１９８２．　６　　　　　０，２６　　　　１八｛～　４ＮＩ

１９８０．５　１９８０，１２　　０，３８　１Ｍ～４Ｍ
１９８２．１２　　　１９８３ ．　７　　　　　０，５１　　　　１Ｍ～　４八征

１９８２．　３　　　１９８２．　６　　　　　０ ，６４　　　　２Ｎ｛ ，　　４Ｎ征

１９７９．３　１９８０．２　０，７２　２Ｍ，４Ｍ
１９８２．３　１９８２．６　　０，８８　　２Ｍ～８Ｍ

１９８０ ．　９　　　１９８１ ．　９　　　　　１，１０　　　　２Ｍ～１６Ｎ｛

１９８２．１２　１９８３．４　　１，３０　　２Ｍ～１６Ｍ１

１９８４．９　　　ＮＡ　　　　Ｏ．３８　　２Ｍ～４Ｍ

１９８３ ．　９　　　１９８４．　７　　　　　０．７９　　　　２１Ｍｌ～１２Ｎ４

１９８３ ．　９　　　１９８４．　３　　　　　１ ，１４　　　　２～Ｉ～１２Ｍ

１９８３ ．　９　　　１９８４．　７　　　　　２，００　　　　４ＮＩ～１６Ｎ征

１９８３ ．　９　　　１９８４ ．　４　　　　　２，７０　　　　４Ｎ｛～３２Ｍ

・…
。・・１・…

一・・
．… 　Ｍ一・・Ｍ

月額使用料金

（茎篶 皇）ど粥臨

　一　　　５４０（１Ｍ）　　１１ ，６６０

　－　　　　４８０（１Ｍ）　　　９ ．８２０

４Ｋ　　　　　９４０（２Ｍ）　　　２０．４８０

８Ｋ　　　　１，０８０（２Ｍ）　　　２０．６５０

２Ｋ　　　　１ ，４８０（４Ｍ）　　　２５ ．３２０

４Ｋ　　　　１，７９０（４Ｍ）　　　３８．３００

８Ｋ　　　　１，８００（４Ｍ）　　　５０．５００

８Ｋ　　　２，２９０（４Ｍ）　　　５８．１００

１６Ｋ　　　２，６２０（４Ｍ）　　　７９ ．９００

１６Ｋ　　　３，３４０（４Ｍ）　　８４，５６０

ＮＡ　　　　ＮＡ　　　　　　　ＮＡ

８Ｋ　　　　　ＮＡ　　　　　　３５ ．２５０

１６Ｋ　　　　　ＮＡ　　　　　　４７．０００

８Ｋ　　　　２，５５０（４〕〉［）　　１０１ ．９５０

３２Ｋ　　　　３，４４０（４Ｍ）　　１３７．５００

３２Ｋ×２　　５，７７０（８Ｍ）　　２３０ ，８７０

Ｏ　「発表年月」，ｒ出荷年月」は，日本でのものである 。

　　ｒ月額使用料金」は，コンソー ル， 電源。冷却装置，標準チヤンネルなどを合めたプ ロセッ サー・ コンプ

　レックスの標準レンタル価格（２年拘東のレンタル価格）。

＠　ＮＡは不詳 。

　ｒ富士通がＭ－３００シリーズを完成」ｒ週刊 ・コンピューターワールド ・ジャパン」ユ９８３年３月７日 ，ユ５ぺ

一ジ表２ ，「ＩＢＭがＦ，Ｈシリーズのギ ャッ プ埋める “Ｇｌｅｎｄａ１ｅ” を発表」同上誌，ユ９８３年１０月３日 ，

「ＩＢＭ，中型メインフレームを再編成」同上誌，１９８４年ユＯ月１日 ，「ＩＢＭ４３８１－３と３０８３－ＣＸはどちらが買い

得か？」ｒ日経 コンピュータ』１９８５年１月７日 ，１１８ぺ一ジ表３ ，などより作成 。

さらに１９８４年９月には，つぎの項で説明する大型 コソピ ュータ３０８Ｘシリーズ

との間隙を埋めるための２つの上位新モデノレ４３６１と４３８１（それぞれ３つのサブモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）

デルをもつ）が出されることにな っている 。

　　　２）　以上，４３００シリーズについては，「Ｉ　ＢＭ，８０年代にむけて４３００プ ロセッサー

　　　　を発表」『コソピュートピァ』１９７９年４月号，１０４～１０７ぺ一ジ，Ｕｔｔａ１，Ｂ ．， Ｈｏｗ

　　　　ｔｈｅ４３００ＦｉｔｓＩＢＭ’ｓＮｅｗＳｔｒａｔｅｇｙ，戸ｏ伽閉，Ｊｕｌｙ３０．１９７９，ＰＰ．５８－６３，目本

　　　　情報処理開発協会『世界 コソピュータ年鑑（１９７９年版）』１９７９年，２１～２３ぺ一ジ ，

　　　　同上書（１９８０年版），１９８０年，１７１～１７５べ 一ジ，情報産業研究会監修『Ｉ　Ｂ１〉［・

　　　　１９７０年代の総括』１９８０年，（株）モースト ・アソド ・モア ，８９～１２１，２５１～２７２ぺ

　　　　一ジ，（株）モニスト ・アソド ・モアｒ　Ｉ　ＢＭ企業分析（１９８２年度版）』１９８２年 ，

　　　　８９～９９ぺ一ジ，などを参照 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３ユ）
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　　３）　 この点については，Ｕｔｔａ１，Ｂ ．，

ＩＢｌ〉［’ｓ　Ｂａｔｔｌｅ　ｔｏ　Ｌｏｏｋ　Ｓｕｐｅｒｈｕｍａｎ　Ａｇａｉｎ
・

　　　 ．Ｆｏ物舳，Ｍａｙ１９．１９８０，ＰＰ．ユ０６－１ユ２ ：邦訳「Ｉ　ＢＭの大いなる誤算」『プレジ

　　　デソト』１９８０年８月号，２６２～２６９べ一ジ，日本情報処理開発協会，上掲書（１９８０

　　　年版），１７３～１７４ぺ一ジ，情報産業研究会監修，上掲書，２２３～２２５べ一ジ，を参

　　　照 。

　　 ４）　「Ｉ　ＢＭ，８０年代にむげて４３００プ ロセッ サーを発表」１０５～１０６ぺ一ジ，目本情

　　　報処理開発協会，上掲書（１９７９年版），２２ぺ一ジ 。

　　 ５）　 Ｉ　ＢＭ杜のシステムズ ・ネ ットワーク ・アーキテクチ ュア（Ｓ　ＮＡ）について

　　　は，戸羽洋夫「Ｉ　Ｂ１〉［のＳ　Ｄ　Ｌ　Ｃの考え方一システムズ ・ネ ットワーク体系（Ｓ

　　　ＮＡ）をめぐっ て」『コソピュートピア』１９７５年３月号，２６～３６ぺ一ジ，Ｄｏ１１ｏｎ

　　　ｔｈｅ　Ｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ　ｏｆ　ＳＮＡ，１）肋舳肋〃， Ｍａｒｃｈ１９８０，ＰＰ
．１３５－１３８，目本情報処理

　　　開発協会，上掲書（１９８１年版），１９８１年，４６～４７べ一ジ，を参照 。

　　６）（株）モースト ・アソド ・モア，上掲書，８９～９９ぺ一ジ，ｒ　Ｉ　ＢＭ４３４１に上下２

　　　 モデル追加」『週刊 ・コソピューターワールド ・ジャパソ』１９８２年１１月８日 ，１６

　　　～１７べ一ソ，「Ｉ　ＢＭ杜がＥ，Ｈンリースのギャヅフ埋める
“Ｇｌｅｎｄａｌｅ”を発表

　　　一４３６１．４３８１の２機種４モデル」同上誌，１９８３年１０月３目，８～９べ一ジ 。

　　　　たお，以上（１）全体にかかわって，「Ｉ　ＢＭのメイソフレーム戦略」『目経コソピ

　　　 ュータ ・別冊一Ｉ　ＢＭ ：次の戦略』１９８４年６月 ，６７～７８ぺ一ジ，を参照 。

　　　３０８Ｘシリーズの導入と「第４世代」の展開

　Ｉ　ＢＭ杜は，１９７９年に４３００ ：■リースの発表でｒ第４世代」を拓いたあと ，１９

８０年に入ると ，１１月，さらに「第４世代」コソピ ュータの本命とも目される３０

８Ｘソリース，別称Ｈノリースの皮切りのモテノレ として ，３０８１－Ｄを発表した 。

先に６の〔２〕でもふれたように，この３０８Ｘシリーズの開発を担当したのは ，

同じデータ ・プ ロセシソグ ・プ ロダクト ・グループの中でも ，４３００シリーズが

システム ・プ
ロタクソ事業部（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｄ１ｖ・ｓ・ｏｎ）であったのに対し ，

１９７８年５月，旧 ノステム ・プ ロタクソ事業部から分離したテータ ・ンステムス

事業部（Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｄ１ｖ・ｓ・ｏｎ）であ った 。

　この３０８Ｘシリーズは，これまでの汎用 コソピ ュータの系列の中では，１９７７

年にンステム３７０の上位モテノレの展開として出された３０３Ｘンリースを代替する

ものとして開発されてきていた。そして，実際に発表された３０８１－Ｄは，代替
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
対象モデノレ３０３３の最高約２倍の性能をもつものとなっていた 。

　この３０８１－Ｄの発表に際して，まず注目されたのは，その価格政策であ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３２）
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すでにふれたように，Ｉ　ＢＭ杜は１９７０年代後半以降，新シリーズの発表に際し

て， ３０３Ｘシリーズの場合にもその性能の大幅なアッ プにもかかわらず，それ

までの伝統を破って大幅な価格引き下げを行ってきていた。したが って，今度

もどのような価格政策がとられるか，注目されるところであ った 。

　しかし，この３０８Ｘシリーズについては，最近の２回の場合と異な って，価

格引き下げは行わず，３０３３に対して２８劣のア ップが提示された。こうして，工

ＢＭ杜は，１９８０年代最初の新シリーズ，３０８Ｘシリーズに際しては，一転して

「性能を２倍にして，価格は２０～３０劣ア ップ」という同杜の伝統的な価格設定

方式を採用することにな ったわけである 。

　ところで，構造的 ・機能的にみて，３０８Ｘノリースのもっとも重要な特徴は ，

熱伝導モジ ューノレ（Ｔｈｅｍａ１Ｃｏｎｄｕｃｔｉｏｎ　Ｍ・ｄ・ｌｅ），通称Ｔ　ＣＭといわれる，画期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
的な論理回路パッ ヶ一ジソグ技術を採用することにな ったということである 。

　このＴＣＭというのは，ひとことでいえぼ，これまでは一つ一つのＩ 　Ｃ（こ

の場合には，論理回路Ｉ　Ｃ）をセラミッ ク基板に搭載してモジ ュールとし，それ

を数１０個，１枚の回路パネルに填め込んで１個のカードをつくり ，さらに１０数

個のカードを１枚の回路バネ ノレに填め込んでＣ　ＰＵを構成するボードをつくり

上げることにな っていたが，これを大きく集約し，図３７にその断面が示されて

いるように，約９セソチ四方の立体的た回路構造をもっ た多層セラミック基板

（３３層から成る）の上に１００から１３３個のＩ　Ｃを高密度に搭載し，かってのカー

ド・ レベノレの仕組みを一気にモジ ューノレ化したものである 。

　このような論理回路の画期的な高密度集積化を実現したＴ　ＣＭの採用によっ

て， ３０８１－Ｄはまずなによりも３０３３にくらべて，処理速度を２倍に高速化させ

ることにな った。すなわち，これによっ て， マシソ ・サイクノレ ・タイムを５７ナ

ノ秒から２６ナノ秒に２分の１に短縮させた。また，セラミック基板の多層化に

よる回賂配線の大幅省略は，技術的信額性を大きく向上させることにな った 。

さらにこれに加えて ，３０８１－Ｄは３０３３にくらべて，設置スペ ースを２０劣，冷却

熱量を７０劣，そして消費電力を６６％節約することを可能にし，大幅な省エネ ノレ

　　　　　　　　　　　　　　９）
ギー化に寄与することにな った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３３）



３４ 　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

図３７熱伝導モジ ュール（ＴＣ１〉［）の構造

　　　　　　　　　　　　　　　水
　　　　　↑　　　　　　　　　　　↓

冷却板

スプリング

　ピストン

チツ プ

セラミック基板

一金属蓋

ヘリウム
　・ ガス

／１ｌじ

チツ プ

セラミック基板
（取局３３層）

　入出カピン

（出所）（株）モースト ・アンド ・モア『Ｉ　ＢＭ企業分析（１９８２年版）』１９８２年，６０ぺ一ジ図

　　４ 。

　また，このような，１つのモジ ュールで４５，０００の論理回路をもっ た小型 ・高

密度化モシ ュールとしてのＴ　ＣＭの導入は，構造的には，３０８Ｘ／リースかい

わゆる「双頭プ ロセッサ ー方式（Ｄｙａｄ１ｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＳｙｓｔｅｍ）」とよはれる，１つの

プロセッサーが１つのフレームの中に２つのＣ　ＰＵを内蔵する方式（かつての

マノレチ ・プ ロセッ サーをさらに一体化したもの）を採用することを可能にすること
　　　１０）
にた った 。

　さらに，それは，すでに３０３Ｘシリーズから導入されていたいわゆる「ステ

アウエイ方式（Ｓｔａ・ｒｗａｙ　Ｓｙｓｔｅｍ）」，すたわちプ ロセヅ サーの設置現場で論理回

路バーツを入替え ・追加するだげで処理能力の段階的増強を経済的に行う方式

をより一層容易たものにすることにな った。Ｔ　ＣＭの採用は，まさにその入替
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
え・ 追加によっ てそれを可能にすることになったからである 。

　３０８Ｘンリースは，１９８０年１１月，同ンリースでは中位モテルの３０８１－Ｄが発表

されたことによっ てその姿を現すことになったが，その後今目に至るまでのモ

テノレ展開をみてみると，表６９のとおりである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３４）



　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（９ ・完）（坂本）

第６９表　３０８Ｘシリーズのモデル構成（１９８４年末現在）

モデル名発表年月 翠出葺・１・・怖責ま“以二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｂｙｔｅｓ）

３０８３－ＣＸ　　１９８４．１０　　１９８５．４　　２ ．９

３０８３－Ｅ　　　　１９８２．４　　１９８３．３　　　３ ．７

３０８３－ＥＸ　　　１９８４．２　　１９８４．２　　３ ．９

３０８３－Ｂ　　　　１９８２．４　　１９８３．２　　　５ ．６

３０８３－ＢＸ　　１９８４．２　１９８４．２　　６ ．０

３０８３－Ｊ　　１９８２．４　１９８３．１　　７ ．５

３０８３－ＪＸ　　　１９８４．２　　１９８４．２　　８ ．０

３０８１－Ｄ　　　　１９８０．１１　　１９８１．９　　９ ．４

３０８１－Ｇ　　　　１９８２．９　　１９８２．１１　　１０ ．１

３０８１－ＧＸ　　１９８４．２　１９８４，２　１１ ．０

３０８１－Ｋ　　　１９８１ ．１２　　１９８２，９　　１３ ．７

３０８１－ＫＸ　　１９８４．２　　１９８４，２　　１５．３

３０８４－Ｑ　　　　１９８２．９　　１９８３．１２　　２５ ．３

３０８４－ＱＸ　　１９８４．２　　１９８４，２　２７．３

月額使用料金

３５

（娯皇）棚臨

８Ｍ～１２Ｍ　　１６Ｋ　　　５，６３０（８Ｍ）　　２２５ ．３００

８Ｍ～３２Ｍ　　１６Ｋ　　　８，８５０（８Ｍ）　　２５５．１６０

８Ｍ～３２Ｍ　　１６Ｋ　　　８，８５０（８Ｍ）　　２５５ ．１６０

８Ｍ～３２Ｍ　　３２Ｋ　　　１３，９３０（８Ｍ）　　４１４．６４０

８Ｍ～３２Ｍ　　３２Ｋ　　　１３，９３０（８Ｍ）　　４１４．６４０

８Ｍ～３２Ｍ　　６４Ｋ　　　１８，４４０（８Ｍ）　　５５１ ．３３０

８Ｍ～３２Ｍ　　６４Ｋ　　　１８，４４０（８Ｍ）　　５５１ ．３３０

１６Ｍ～３２Ｍ　　３２Ｋ　ｘ２　２７，４２０（１６Ｍ）　　７６１ ．１２０

１６Ｍ～４８Ｍ　　３２Ｋ　ｘ２　２７，４２０（１６Ｍ）　　７６１ ．１２０

１６Ｍ～６４Ｍ　　３２Ｋ　ｘ２　２７，４２０（１６Ｍ）　　７６１ ．１２０

１６Ｍ～４８Ｍ　　６４Ｋｘ２　３２，９５０（１６Ｍ）　　９１５．３００

１６Ｍ～６４Ｍ　　６４Ｋ　ｘ２　３２，９５０（１６Ｍ）　　９１５．３００

３２Ｍ～９６Ｍ　　６４Ｋ×４　６７，４２０（３２Ｍ）　１ ，７１０．４２０

３２Ｍ～１２８Ｍ　６４Ｋ　ｘ４　６７，４２０（３２Ｍ）　１ ，７１０，４２０

（注）前出表６８の場合と同じ 。

（出所）ｒ３０８Ｘの新モデルに秘めたＩＢＭのＸＡ戦略」ｒ目経 コンピュータ』１９８４年４月ユ６目 ，ユ２６ぺ一ジ表１ ，

　　ｒＩＢＭ４３８１－３と３０８３－ＣＸはどちらが買い得か？」ｒ目経コンピュータ』ユ９８５年１月７目 ，ユ１８ぺ一ジ表３よ

　　り作成 。

　表に示されているように，３０８Ｘシリーズはその後，１９８１年１２月に３０８１の上

位サフモテ ノレ３０８１－Ｋが発表され，また１９８２年４月には同ンリーズの下位モテ

ノレ として３０８３がＥ，Ｂ，Ｊという３つのサブモデルをもっ て発表された。さら

に， １９８２年９月には，３０８１－Ｄを代替するものとしての３０８１－ Ｇ， およびこのシ

リーズの上位モデ ノレ としての３０８４－Ｑが発表された。こうして，３０８Ｘシリーズ

は３０８４の発表に至って，上位から下位までの体系的たシリーズとしての形を整

えることにた った 。

　ところで，この３０８Ｘシリーズは，さらに１９８４年２月に，同シリーズの現存

の６つのサブモデ ノレを一度に代替する６つのＸモデノレ（具体的にはＥＸ，ＢＸ，Ｊ

Ｘ， ＧＸ，ＫＸ，ＱＸの６つのサブモデルからなる）が発表され，全体系的なリフ
　　　　　　　　　　　　　　　ユ２）
レッシ ュを行うことにな っている 。

　　７）３０８Ｘシリーズについては，「Ｉ　ＢＭ コソピュータの “あるべき姿”を示す３０８１

　　　 フロセヅ サ　　　目本ＩＢＭ，Ｈンリーズの第１弾として３０８１を発表」『コソピ

　　　 ュートピア』１９８１年１月号，１４８～１５０べ一ジ，目本情報処理開発協会，上掲書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３５）



３６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

　　　（１９８１年版），８４～８６ぺ一ジ，（株）モースト ・アソド ・モア，上掲書，４３～８８べ一

　　　ソ， 「Ｔ　ＣＭは８０年代Ｉ　ＢＭ大型機の戦略技術　　３０８Ｘのアーキテクチ ュア」

　　ｒ週刊 ・コソピューターワー ルド ・ジャパソ』１９８１年７月１９日 ，１１～１７ぺ 一ジ ，

　　　たどを参照 。

　８）　目本情報処理開発協会，上掲書（１９８１年版），８４べ一ジ，「（株）モースト ・アソ

　　　ド ・モア，上掲書，５２～５３ぺ一ジ 。

　　９）熱伝導モジ ュール（Ｔ　ＣＭ）については，ｒＴ　ＣＭは８０年代のＩ　ＢＭ犬型機の戦

　　　略技術」１１～１３ぺ一ジ，目本アイ ・ビー・ エム株式会杜ｒ図説 ・コソピュータの

　　最前線』１９８３年，４～７べ一ジ 。

　１０）　目本情報処理開発協会，上掲書（１９８１年版），８５ぺ一ジ，「Ｔ　ＣＭは８０年代のＩ

　　　ＢＭ大型機の戦略技術」１３ぺ一ジ 。

　１１）「首位奪回をはかる戦略秘めて目本Ｉ　ＢＭ，３０８３発表」『週刊 ・コソピューター

　　　ワールド ・ジャバソ』１９８２年５月１０日 ，１２～１３べ一ジ 。

　１２）ｒ　Ｉ　ＢＭ３０８Ｘシリーズ，初のＵＰ発表」『週刊 ・コソピューターワールド ・ジ

　　　ャパソ』１９８２年４月１９日，８～９ぺ一ジ，ｒ首位奪回をはかる戦略秘めて目本Ｉ

　　　ＢＭ，３０８３発表」同上誌，１９８２年５月１０日 ，１１～１３ぺ一ジ，ｒ信頼性高く ，柔軟

　　性に富むＭＰに仕上げる　　目本Ｉ　ＢＭが４台マルチの３０８４ブ ロセヅ サー発表」

　　　同上誌，１９８２年９月２７目，８～９ぺ一ジ，ｒ
　Ｉ　

ＢＭ，３０８ＸシリーズＵ実質値下げ

　　　の新モデルを投入」同上誌，１９８４年３月１２日，８～９ぺ一ジ，「３０８Ｘの新モデル

　　　に秘めたＩ　ＢＭのＸＡ戦略」『日経 コソピュータ』１９８４年４月１６日 ，１２３～１３３べ

　　　一ジ，西田昇平「いざＸＡの世界へ」『コソピュートピア』１９８４年５月号，６４～

　　６７べ一ジ 。

　（２）　超小型コンピュータの展開

　Ｉ　ＢＭ杜は，１９７０年代末以降，上のようた汎用 コソピ ュータ系列での新展開

と同時に，むしろそれに先行させながら，超小型 コソピ ュータ系列での新たな

展開をすすめた 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，すでに４３００シリーズに先立って ，１９７８年１０月，同時に２つの超

小型 コソピ ュータ ，８１００情報システムとンステム３８を発表した。こうして，同

時にほぼ同じレベルの コソピ ュータ（前掲表１０，本稿（２）， 本誌，第３１巻第５ ・６

号， １９８３年２月 ，４６～４７ぺ 一ソ，を参照）が発表されることにたったのは
，先に（１）

でもふれたように，１９７５年の組織変革によっ て２つの独立のクルーブ，テータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３６）



　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（９ ・完）（坂本）　　　　　　　　　　　３７

・ブ ロセシソグ ・ブ ロダクト ・グノレープとゼネラノレ ・ビジネス ・グループが独

自に並行して製品開発をすすめることにたった結果であ った 。

　まず８１００情報システムについていえば，これは汎用 コソピ ュータを担当する

データ ・プ ロセシソグ ・プ ロダクト ・グノレープから出されたものであるが，そ

れは，すでに１９７４年に発表されたＳ　ＮＡにもとづいで，同グノレープが システム

３７０を軸とした分散処理システム開発を展開させてきたことの必然的な結果で

あっ た。 １９７４年にＳ　ＮＡが発表された当初，そのための分散処理用 コソピ ュー

タとして３７９０データ通信 システムが出されたが，これは コストが高かったこと

とソフトウェァ ・サポートが不十分で，十分な役割を果たすものとはなってい

なか った。そこで，データ ・プ ロセシソグ ・プ ロダクト ・グループとしては ，

急速に展開する分散処理システム市場へ進出するために，このような分散処理

用コソピ ュータとして新たな機種の開発をすすめなけれぱたらなかった。その

結果として，技術的には当時開発されたぼかりの６４Ｋビ ットのＩ　Ｃメモリーを

採用して開発された画期的な超小型 コソピ ュータが，８１００情報システムであ っ

たわけである 。

　８１００情報システムは，実際には，８１３０および８１４０という下位 ・上位２つのモ

デルで発表され，今目に至っている。その具体的な特徴は，先に３で掲げた表
　　　　　　　　　　　　　ユ３）
１０に示されているとおりである 。

　このようなデータ ・プ ロセシソグ ・プ ロダクト ・グノレープの８１００情報システ

ムに対して，ゼネラノレ ・ビジネス ・グノレーブの側から，このグノレープが木来担

当している超小型 コソピ ュータのそれまでの展開の流れの上で，とくにシステ

ム３４のあとを継く・， 同グループの戦略白勺た新機種として発表されたのが，シス

テム３８であ った 。

　システム３８は，技術的に上の８１００情報システムや４３００シリーズと同じように

新しい６４Ｋビ ットのＩＣメモリーを採用すると同時に，さらに コソピ ュータ ・

アーキテクチ ュアの面でもつぎのような画期的な特徴をもつものであ った。す

なわち，一

　Ｑ　オブジ ェクトおよび強力なイソストラクショソを活用した高 レベノレ ・マ

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７）
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　　シソであり（ここでオブジ ェクトとは，ストーレジの中にある，データ，プ ログ

　　ラム，データベース ・ファイル，ワーク ・スペースなど，データ処理の対象となる

　　すべてのものを指す），オペレーティソグ ・システムやアブリケーショソ ・

　　プ ログラムを変更しないでシステム改良がなされるように汰っている 。

　　　デ ィクシヨ ナリ ・アドレッシソグにより ，データ 注インストラクシヨソ

　　あるいはプ ロクラムと完全に分離するように設計されている（イソストラク

　　シ ョソは，オブジ ェクトを作成，変更，削除，表示するために存在する）。

　　　高度のイソテグリティ（保全性）とセキ ュリティ（安全性）を提供できる

　　ようにシステム設計がなされている 。

　　　リレーショ ナル ・タイプのデータベース処理機能がアーキテクチ ュア内

　　部に統合されている。そして，これがこのようなシステムの最大の特色と

　　なっている 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，このようなシステム３８のハードウェアとソフトウェアの開発の

ために，５年余りの年月と年平均１０憶ドルの資金（総額５０億ドル以上）を投入し

たといわれている。したが って，それはＩ　ＢＭ杜にとっ て， １９８０年代へ向げて

の超小型 コソピ ュータの切札としての位置を占めていたといってよいであろう 。

　ソステム３８は，１９７８年１０月，まずモテノレ３と５という２つのモテ ノレで発表さ

れた（ただし，それは主として生産体制の遅れのため，実際に出荷が始まるのは，１９８０

年９月とな った）。 その後，１９８１年６月にはモデノレ３を代替するモデノレ４が発表

され，また１９８２年４月にはモデノレ５の上位をいくモデル７が，さらに１９８３年４

月にはモテノレ８が出されている。その具体的た特徴は，前掲表１０に示されてい
　　　　　　　１４）
るとおりである 。

　ところで，表１０を見るとわかるように，このシステム３８は，データ ・プ ロセ

シソグ ・プ ロダクト ・グノレープから並行して出された先の８１００情報システムお

よぴ４３００ンリースと，下位 ・上位両サイトでかなり大きく重複することにな っ

てきている。とくにシステム３８がモデノレ７ ，８と上位モデ ノレを拡大してくると

ともに，４３００シリーズの下位モデ ノレ との重複が目立つようになってきている

（一説によれぱ，システム３８は４３００シリーズの３分の１から２分の１も重なってきてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３８）
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るといわれている）。 このような状況の進展は，１９８０年代に入って改めて２つの

事業クノレープが独立に並行して製品開発 ・製造 ・販売をすすめる１９７５年以来の

組織体制に再検討を迫ることにたるのであるが，この点については，改めてつ

ぎの〔２〕で問題とすることにする 。

　さて，以上のようた，ミニ ・コソピ ュータ ，あるいぱス壬一ル ・ピジネス
・

コンピ ュータのレベノレの超小型 コソピ ュータに対して，とくに１９７６～７７年以降，＝

Ｉ　Ｃの素子集積度の急速な高度化を基礎にして，さらに小型のいわゆるデ ィス

クトッ プ・ コソピ ュータないしバーソナノレ ・コソピ ュータが登場し，１９８０年代

に入って急激に市場を拡大していったことは，すでに第２章でふれたとおりで

ある。このようた新しい動きに当初Ｉ　ＢＭ杜の対応は必ずしも機敏ではなか っ

たが（それは，１０年前のミニ ・コソピュータやスモー ル・ ビジネス ・コソピュータの動

きに対してもそうであ った），１９８０年秋にゼネラ ノレ ・ビジネス ・グループにパー

ソナル ・コソピ ュータの開発プ ロジ ェクト ・チームが活動を開始し，Ｉ　ＢＭ杜

の製品開発としては異例のスピードで，１年後の１９８１年８月，その名もＴｈｅ

ＩＢＭ　Ｐｅｒｓｏｎａ１Ｃｏｍｐｕｔｅｒ とよばれるＩ　ＢＭ杜のパーソナル ・コソピ ュータが

発表されることになった 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，このバーソナル ・コソピ ュータ事業をめくっ ては，すでに３の

〔１〕でもふれたように，○ハートウエア生産の大半を外部メーカーに依託する ，

　オペレーティソグ ・システムの開発はマイクロソフト杜に依頼する，　販売

については，自杜の販売ネ ットワークだげではたく ，シアーズ ・ローバック杜

やコソピ ュータ ・ラソド杜たどの小売業者を利用する，＠オープソ ・アーキテ

クチ ュア方式をとり ，ハードウユア規格を公開して コソパチブ ノレ周辺機器の製

造を促す，など，同杜の伝統的な経営戦略にみられたかった新しい戦略を導入
　　　　　　　　１５）
することにな った 。

　こうして，製品開発のスピートの点でも，その事業戦略の点でも，これまで

にたかった新しい対応を示すことによっ て，
Ｉ　ＢＭ杜はこのパーソナル ・コソ

ピュータ事業では急速に市場進出の遅れをとりもどすことにたった。１９８０年に

は， ディスクトッ ブ・ コソピ ュータとして分類されるコ：／ピ ュータ市場での出

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３９）
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荷金額では，Ｉ　ＢＭ杜は，この市場での「御三家」といわれるタソデ ィ杜，ア

ップ ノレ ．コソピ ュータ杜，コモドーノレ ・イソターナショ ナノレ杜の蓬か後塵を拝

していたが，１９８２年には一気に一位に躍り出ることにたり ，以後その勢いをま
　　　　　　　　　　　　　　　１６）
すます強めることにたっている 。

１３）８１００情報システムについては，日本情報処理開発協会，上掲書（１９７９年版） ，

　１９，２９～３３，１２５～１２８ぺ一ジ，情報産業研究会監修，上掲書，１９５～２０７べ一ジ ，

　寺沢康夫「新 ・Ｉ　ＢＭ研究 ・その１　　オフィス ・オートメー：■ヨソを目指すＩ

　ＢＭ」ｒコソピュートピア』１９８１年４月号，５４～５７べ一ジ，を参照 。
１４）　 システム３８については，日本情報処理開発協会，上掲書（１９７９年版），１９，２９

　～３３，１２５～１２８ぺ一ジ，ｒ機能強化とローコスト化進むオフコソ　　８０年最大の

　イベソトはＩ　ＢＭシステム／３８の出荷」『コソピュートピア』１９８０年５月号，４４

　～４７ぺ一ソ，寺沢康夫ｒ新　Ｉ　ＢＭ研究 ・その１　　オフィス ・オートメーンヨ

　ソを目指すＩ　ＢＭ」同上誌，１９８１年４月号，５４～５７ぺ 一ジ，（株）モースト ・アソ
　　ド ・モア，上掲書，９６～９９ぺ一ジ，ｒ　Ｉ　ＢＭユーザーのジレソマー４３００かＳ／

　３８か」『週刊 ・コソピューターワーノレド ・ジャパソ』１９８２年２月２２目 ，１０～１１べ

　一ジ，「３１ピ ヅトで驚くた。こちらは６４ヒヅトなのだ　　Ｓ／３８のアーキテクチ

　ュア」同上誌，１９８２年７月１２日 ，１１～１５べ一ジ，「Ｉ　ＢＭがＳ／３８，Ｓ／１．５２８０

　たど分散処理システムを強化」同上誌，１９８３年４月２５目 ，２４～２５ぺ 一ジ，ｒ　Ｉ　Ｂ

　Ｍが重大た政策変更か？　　 ソステム３６０との互換性を打ち切り ，ノステム ／３８

　に重き置く」『目経 コソピュータ』１９８２年３月８目 ，８７～９０ぺ一ジ，「Ｉ　ＢＭシス

　テム／３８　その長所と短所」同上誌，１１８～１２１ぺ一ソ，「Ｉ　ＢＭは次のトリヅ

　クを仕掛げたのか？　　 ンステム／３８の将来を探る」同上誌，１９８３年３月７目 ，

　１０５～１１０ぺ一ジ，ｒ　Ｉ　ＢＭ技術陣の夢をのせたマシソ，システム／３８の行方」同

　上誌，１９８４年１１月１２目 ，９１～９４ぺ 一ジ，などを参照 。
１５）　Ｉ　ＢＭ杜のバーソナル ・コソピ ュータ事業については，（株）モースト ・アソト

　　・モア，上掲書，１５３～１７３ぺ一ジ，「Ｉ　ＢＭのパソコソは米国のマイコソ市場を

　どう変えるか」『コソピュートピア』１９８１年１１月号，１２８～１２９ぺ一ジ，「あのＩ　Ｂ

　Ｍパソコソ事業はどのようにして発進したか」ｒ週刊 ・コソピューターワーノレト

　　・ソヤパソ』１９８２年９月１３目 ，１６～１７ぺ一ソ，目本電子計算機株式会杜ｒ　Ｊ　Ｅ　Ｃ

　Ｃコソピューターノート（１９８４年版）』１９８４年，２ユ０～２１１ぺ一ジ，を参照 。

１６）「パソコソでもＩ　ＢＭがリーダーシッ プ」『週刊 ・コソピューターワールド ・ジ

　ャバソ』１９８２年８月３０目 ，１６～１７へ一ソ，Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒｓ　ａｎｄｔｈｅＷｍｎｅｒ

　１ｓ　ＩＢＭ，肋ｓ伽ｓｓ肋２尾，Ｏｃｔｏｂｅｒ３．１９８３，ｐｐ３８－４８，Ｆ１ｓｈｅｒ，Ａ　Ｂ ，Ｗ１ｍｅｒｓ

　（ａｎｄ　Ｌｏｓｅｒｓ）ｆｒｏｍ　ＩＢＭ’ｓ　ＰＣ　Ｊｒ ，亙ｏ〃伽２，Ｎｏｖｅｍｂｅｒ２８．１９８３，ｐｐ４４４８

　　　　　　　　　　　　　　　　（４０）
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邦訳ｒパソコソ市場制覇を狙うＩ　ＢＭの野望」『プレジデソト』１９８４年２月号 ，

２７５～２８１べ一ソ，「ついにピーナ ソソの殻から出たｐＣ　
Ｊｒ　　Ｉ　ＢＭ，隠しつつ

げたホーム ・コソピュータを発表」『コソピュートピア』１９８４年１月号，１１４～

１１６ぺ一ソ，栗田昭平「目米パソコソ ・ウォースの内幕　　パソコソ市場をめく

るＩ　ＢＭの野望」同上誌，１９８４年４月号，６９～７４ぺ一ジ，ｒ　Ｉ　ＢＭ同士の戦いに

たっ たティスクトヅ プ・ コソピュータ」『目経コソピュータ ・別冊　　ＩＢＭ

次の戦略』１９８４年６月 ，１１５～１２１ぺ 一ジ，Ｒｅｖｉｅｗ　ａｎｄ　Ｆｏｒｅｃａｓｔ－Ｐａｒｔ　Ｉ，ＥＤＰ

〃伽ｓ炉ツＲ功ｏ〃，Ａｕｇｕｓｔ１５．１９８４，ｐｐ
．１＿８

．

〔２〕１９８０年代前半におげる組織構造の変革

　以上〔１〕では，Ｉ　ＢＭ杜の事業構造が１９７０年代末から１９８０年代前半にとのよ

うに変化してきたかを，とくに事業構造の中心であるテータ処理事業，すなわ

ちコソピ ュータ事業に焦点を当てて具体的にみてきた（全体的な事業の分野別構

造については，３の〔２〕であきらかにした）。 そこでつぎに，これに対応して，こ

の時期にＩ　ＢＭ杜の組織構造がとのように変革されることになったかを具体的

にみてみることにする 。

　以下にあきらかにするように，Ｉ　ＢＭ杜は，この時期に，以上のようた事業

構造の展開に対応させたがら，先に６であきらかにした１９７０年代中葉の変革以

来の大幅な，そしてその前回の変革の基本筋を大きく転換する組織変革をすす

めることにな った 。

　（１）　１９８１～８２年，事業部構成の再編成

　¢　組織再編成の背景

　すでに６で強調されたように，前回１９７０年代中葉の組織変革のもっとも重要

な柱は，１９６０年代後半以降の超小型 コソピ ュータ分野の急速な展開に対応する

ために，旧来からの汎用 コソピ ュータ事業と新興の超小型 コソピ ュータ事業の

担い手をそれぞれ独立化し，組織構造をそれまでの機能別の事業クノレープで編

成されたものから，汎用 コソピ ュータ事業を担うテータ ・プ ロセンソク ・プ ロ

ダクト ・グノレープおよびデータ ・プ ロセシソグ ・マーケティソグ ・グノレープと
，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４ユ）
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超小型 コソピ ュータ事業を担うゼネラル ・ビシネス ・グループとからなるもの

に大きく再編成したことである 。

　このように再編成された組織構造をべ一スにして，一方では新しく独立する

ことにた ったゼネラノレ ・ビジネス ・グノレープからは，１９７５年以降，すでにみた

ように，システム３の後継機種としてのシステム３２（１９７５年３月），システム３４

（１９７７年４月），さらにンステム３８（１９７８年１０月），システム７の後継機種として

のシリーズ１（１９７６年１１月），ポータブ ノレ ・コソピ ュータとしての５１００（１９７５年９

月）たと，独自の コソセプトにもとつく新機種が矢つぎ早やに発表されていく

ことにな った（ヵ ヅコ 内の年月は，発表年月）。 とくに，１９７８年１０月に発表された

（出荷は１９８０年９月から）システム３８は，その開発のために５年余りの年月と年

平均１０憶ドノレの資金を投入したといわれ，ゼネラノレ ・ビジネス ・グループが

１９８０年代へ向けて世に問うた超小型 コソピ ュータの切札であった 。

　他方，これに対して，データ ・プ ロセシソグ ・グノレープ（開発 ・製造を担うデ

ータ ・ブ 回セシソグ ・プ ロダクト ・グループと販売を担うデータ ・プ ロセシソグ ・マー

ヶティソグ ・グループを合わせて，便宜的にこう乎んでおくことにする）からは，汎用

コソピ ュータの系列として，１９７７年システム３７０の大型モデルに相当する３０３Ｘ

ソリースが発表されたあと ，さらに１９７９年に，１つはシステム３７０の中 ・小型

モデ ノレを引き継ぐ４３００シリーズ（１９７９年１月），もう１つは３０３Ｘシリーズを更

新する大型モテノレ３０８Ｘノリース（１９８０年１１月）が発表された。そして，別称Ｅ

シリーズおよびＨシリーズと呼ぱれたこれらの２つのシリーズが コソピ ュータ

の「第４世代」を拓く役割を担ったことは，すでにのべたとおりである 。

　ところで，このデータ ・プ ロセシソグ ・グノレープからは，上のようた汎用 コ

ソピ ュータと同時に，１９７８年１０月 ，８１００情報システムと呼ばれる超小型 コソピ

ュータが発表されることになった。テータ ・プ ロセソソク ・グループが汎用 コ

ンピ ュータの枠を越えて，このような超小型 コンピ ュータを出すことに液った

のは，すでに１９７４年に発表されたＳ　ＮＡに．もとついて分散処理ンステムの開発

を展開してきたことの必然的な結果であ った 。

　しかし，いずれにしてもこのようなデータ ・ブ 回セシソグ ・グループによる

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２）
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超小型 コソピ ュータの発表は，すでにあきらかなように１９７０年代中葉の組織変

革でつくられた２つの事業クノレープの間に，大きな事業の重複をつくり出すこ

とにな った 。

　このようた事業の重複は，さらにゼ不ラル ・ヒソ不ス ・クループの側からも

つくり出されることにな った。先のシステム３８は，そのモデ ノレ展開をすすめる

にしたがい，とくにその上位モデルがこんどはデータ ・プ ロセシソグ ・グルー

プの４３００シリーズの下位モデ ノレ と重複することにたってこざるをえなかったか

らである 。

　こうして，当初は汎用 コソピ ュータ分野と超小型 コソピ ュータ分野という明

確た事業分担で出発した２つの事業クノレーブであ ったか，それそれの独自の事

業展開の中でしだいに事業の重複か生じてこざるをえなくなったわけである 。

　ところで，Ｉ　ＢＭ杜の歴史を振り返ってみると，これと同じような事態は ，

これまでにも一度生じたことがあ った。すでに想起されるように，それは，ち

ようど２０年はど前の，１９６０年代前半のことである。５であきらかにしたように ，

このころは，１９５９年の組織変革の結果として，コソピ ュータの開発 ・製造を担

当する２つの事業部，テータ ・ノステムス事業部とゼネラル ・プ ロタクソ事業

部がつくられ，大型の７０００シリーズと中 ・小型の１４００シリーズや１６２０（科学研

究用）をそれぞれ分担することにな っていたか，それぞれの事業部が独自の製

品開発をすすめていくにしたが って，相互に下位と上位のモデ ノレが次第に重複

するようにな っていたからである 。

　この１９６０年代前半の場合もそうであ ったが，ユ９７０年代後半以降の上のようた

事態の展開に際しても，Ｉ　ＢＭ杜のトッ プ・ マネジメソトは，当初はこのよう

な２つの事業部あるいは事業クノレープ間の競争も巨大化した企業組織に活力を

注入する１つの方策として，むしろ望ましいものと考えていた。おなじ１９７８年

１０月に，ソステム３８と８１００情報 ンステムが同時に発表されることになったとい

うのは，そのことの端的な表われであ った 。

　しかし，上のような事業の展開とともに，それは事態のもつ逆の側面，すな

わち事業クループ問競争の非効率さを露呈することにな った。２つの事業クル

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３）
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一プが互いに垣根を越えて競合しあう組織体制は，次第に技術的にもコスト的

にも，またとくに販売政策的に利益のあるものではたくなってくることにな っ

た。 この点は，先の１９６０年代前半の場合にも基本的に同じであ った。ただ ，

１９６０年代前半の場合には，競合しあう２つの事業部がそれぞれ開発と製造の機

能だげをもつものであり ，販売機能は別の事業部に統一されていたのに対して ，

最近の事態は，開発 ・製造 ・販売の機能をそれぞれ独立にもつ自立性のはるか

にすすんだ事業クノレープ同志の競合となっていた点で，そのスケーノレ も複雑さ

も， 大きく異なるものとなっていた 。

　いずれにしても，このような事態は，その解決のためにたんらかの新たな組

織変革を必要とすることにたらざるをえなかったが，１９６０年代前半の場合には ，

すでに５でくわしくみたように，まずなにりもそれまでの２系列の コソピ ュー

タをシステム３６０という単一製品ライソ ・コソピ ュータに置き換えるという画

期的な製品開発作業が事態の解決のために先行することにたり ，それに対応す

るものとして組織変革がすすめられることにな った 。

　これに対して，１９７０年代後半以降の事態は，もはや２０年目１』のようにそれまで

の製品ライソを統一するなにか新しい単一の製品ライソをくつり出すことによ

って解決が計られるような性格のものではなかった。この段階においては，む

しろすでにみてきたような，多様化した コ：／ピ ュータ産業の構造を前提として ，

それに対応する，いかに合理的な組織構造をつくり上げるかが直接的な課題と
　　　　　　１７）
たってきていた 。

　１７）以上，組織再編成の背景については，宗像徳英ｒ　Ｉ　ＢＭ帝国の逆襲　　独禁法

　　　のラチ外とな ったＩ　ＢＭ杜の今後」『コソピュートピア』１９８２年５月号，３２～３９

　　　べ一ジ，を参照 。

　　　事業部構成の再編成

　このような事態の展開の中で，Ｉ　ＢＭ杜は，１９８１年から１９８２年にかけて，先

の１９７０年代中葉以来の組織構造の大幅な再編成を行うことにな った 。

　その第１段階として，まず１９８１年１０月，上にのべたようにこれまでデータ ・

プロセシソグ ・マーケティソグ ・グルーブとゼネラル ・ビジネス ・グループに

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４４）



　　　　　　　　　　　 Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（９ ・完）（坂本）　　　　　　　　　　　
４５

製品別に分かれていた豚売 ・サービス組織を統合し・新しくイソフォメーショ

ソ・ システムズ ・グループ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｇｒｏｕｐ．通称Ｉ　Ｓ　Ｇ）が設置され

た。 そして，それにしたが って，開発 ・製造部門も，汎用 コソピ ュータと関

連装置 ・関連ソフトウエア，および半導体 ・Ｉ　Ｃの開発 ・製造を担当するイソ

フォメーシ ョソ ・システムズ ・アソド ・テクノロ ジー・
グループ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

Ｓｙｓｔｅｍｓ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ　Ｇｒｏｕｐ．通称ＩＳ＆ＴＧ）と，超小型 コソピ ュータと関連

装置 ・関連ソフトウエア，事務機器，オフィス ．ツステム，通信システムの開

発・ 製造を担当するイソフォメーショソ ・システムズ ・アソド ・コミュニヶ一

ショソズ ・グ
ノレープ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ａｎｄ　ＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓＧｒｏｕｐ・通称ＩＳ

＆ＣＧ）という２つのクループに再編成されることにな った。それまでの事業

部構成との関連でいえぼ，前者ＩＳ＆ＴＧの基礎とな ったのは・旧データ
．

ブロセシソグ ・プ ロダクツ ・グループの，システム ・コミュニケーショソズ事

業部を除く各事業部と ，セ不ラノレ ・ヒノ不ス ・クルーフのセ不ラノレ ・テクノロ

ノー事業部であり ，また後者ＩＳ＆ＣＧの基礎とな ったのは１旧セ不ラノレ
．

ビジネス ・グノレープの各事業部の開発 ・製造部門と ，データ ・プ ロセシソグ
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ８）
プロ ダクツ ・グノレープのシステム ・コミュニケーショソズ事業部である 。

　この第１段階の再編成に引き続き，さらに１９８２年３月には，新しい統合販売

部門Ｉ　Ｓ　Ｇにまとめられた旧来のデータ ・プ ロセシソグ事業部（汎用 コソピュー

タ関係），およぴセ不ラノレ ・ノステムス事業部（超小型コソピュータ関係）とオフィ

ス・ プロ ダクツ 事業部（事務機器関係）の各販売部門，の３つが・それまでの製

品別の編成からユーサー別の２つの事業部に再編成されることにた った。こう

して新たにつくられたのは，ナ！ヨ ナノレ ・アカウソソ
事業部（Ｎａｔ・ｏｎａ１Ａｃｃｏｕｎｔｓ

Ｄ・ｖ１ｓ１ｏｎ）とナ ：■ヨ ナノレ ・マーケティソク事業部（Ｎａｔ１ｏｎａｌ　Ｍａｒｋｅｔ１ｎｇ　Ｄ
・ｖ１ｓ１ｏｎ）

の２つの事業部であるが，前者か複雑な情報処理の 二一スをもつ大型二一サー

（ｒフオーチ ュソ』誌企業ラソキソグの１，５００位クラスまでのもの）向げの販売を担当

し， 後者はそれ以下の規模の　般ユーサー向けのの販売を担当することにた っ

た。 このような製品別からユー ザー別への販売組織の再編成によっ て， 同一の

ユーサーに対して部門の違う何人ものＩ　ＢＭ杜のセーノレスマソが訪問し，それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５）
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図３８ １９８４年のＩ　ＢＭ杜組織
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ぞれ違った コソピ ュータを勧めるといったこれまでの非効率的な販売状況が整

理され，ユーザーのもっ ていたＩＢＭ杜の販売政策に対する不満が大きく解消
　　　　　　　　　　　　　　ユ９）
されることになったわげである 。

　こうして，１９８１～８２年の組織変革の結果つくられたＩ　ＢＭ杜の組織の全体構

造は，先に掲げた図６（本稿（２），本誌，第３１巻第５ ・６号，６０～６１ぺ一ジ）のとおり

である 。

　前掲図６のような組織が移成されて以後，今目（１９８４年末）に至るまでの問

に， 事業部構成にはさらにいくつかの展開がみられた
。

　それらはいずれも１９８３年にすすめられたものであるが，まず第１に，同年８

月， ＩＳ＆ＣＧの中に，バーソナノレ ・コソピ ュータの世界的な開発管理とアメリ

カでの製造を担当する新事業部として，エソトリー・ ノステムス 事業部（Ｅｎｔｒｙ

Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｄ１ｖ１ｓ１ｏｎ）が設置された。この新事業部は，ノステム ・プ ロタクソ事業

部傘下のボカ ・ラトソエ場にあ ったバーソナノレ ・コソピ ュータ部門とイソフォ

メーソヨソ ・プ Ｐタクソ事業部傘下のオースチソエ場にあったオフィス用ワー

クステー：■ヨソ部門を合併してつくられた。この事業部は，パーソナノレ ・コソ

ピュータとともに，さらにシステム２３ ・データマスター デイスプレイ ・ライ

タｒ５５２０アドミニストレーショソ ・システムズ，およびそれらに関するソフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
トウエアたども取り扱うことにな った 。

　第２に，１９８３年１１月 ，統合販売部門Ｉ　Ｓ　Ｇの中に，バーソナル ・コソピ ュー

タから４３００ノリースまでの代理店販売を統轄する組織として，ナショ ナル ・テ

ィストリヒュー：■ヨソ事業部（Ｎａｔ・ｏｎａ１Ｄ・ｓｔｒ・ｂｕｔ・ｏｎ　Ｄ・ｖ・ｓ・ｏ・）が新設され，それ

までＩ　ＢＭ杜の消耗品 ・付属品を扱ってきたンステムス ・サプライス事業部は ，

この新設事業部に合体されることにた った。そして，¢バーソナノレ ・コソピ ュ

ータと関連製品の付加価値販売を行う ，付加価値小冗店（Ｖａｌｕｅ－ａｄｄｅｄ　Ｄｅａｌｅｒ）
，

＠バーソナノレ ・コソピ ュータ以外の小型システムの付加価値販売を行う ，付加

価値再販店（Ｖａｌｕｅ－ａｄｄｅｄ　Ｒｅｍａｒｋｅｔｅｒ），　Ｉ　ＢＭ杜のチ ェーソ店で，バーソナ

ル・ コソピ ュータからシステム２３ ・データマスターまでのあらゆる製品を扱う ，

Ｉ　ＢＭプ ロタクト ・セソター（ＩＢＭ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｅｎｔｅｒ），＠カタロク販売を行う ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（４８）
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イソダストリアノレ ・デ ィストリビ ュター（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａ１Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｒ），　相手先ブラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ユ）
ソト製品製造会杜（Ｏ　ＥＭ），たとが，この新販冗事業部の管理下におかれた 。

　こうして，以上２つの新事業部の設置によっ て， すでにあきらかなように ，

１９８１年８月から始まっ たパーソナル ・コソピ ュータ事業に対応する，独白の開

発・ 製造と販売の組織体制カミ整備されることにな った 。

　さらに第３に，同年１１月，ＩＳ＆ＴＧのセ不ラノレ ・テクノロソー事業部から

とくに回路パッヶ一ジングの開発とアメリヵでの製造を担当する部門が分離さ

れ， ノステムス ・テクノロソー 事業部（Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｄ１ｖ１ｓ１ｏｎ）が新設さ

れた。すでに〔１〕でのべたように，Ｉ　ＢＭ杜は１９８０年代に入って導入した本格

的な「第４世代」コソピ ュータ ，３０８Ｘシリーズから，熱伝導モジ ュール，通称

Ｔ　ＣＭといわれる画期的な論理パッヶ一ジソグ技術を採用することにな ったが ，

この新事業部の設置は，このような新しいパヅケーシソク技術の導入に対応す

る組織体制の整備を意味するものであ った。この事業部では，さらに中型の情

報処理システムとプリソタの開発 ・製造，ブ ログラミソグ ・システムの開発も
　　　　　　　　　　２２）
担当することにな った 。

　１９８１～８２年の組織変革以降，とくに１９８３年に，さらに以上のような３つの新

事業部か設置されることにな った。このような展開を経てできあが ったＩ　ＢＭ

杜の組織構造を図示してみると ，図３８のとおりである（１９８４年８月現在）。

　　１８）ｒ　Ｉ　ＢＭ杜，米国内組織を大改造」『コソピュートピア』１９８１年１２月号，１０９べ

　　　 一ジ，宗像徳英「Ｉ　ＢＭ帝国の逆襲」３２～３７ぺ一ジ，（株）モースト ・アソド ．モ

　　　 ア， 上掲書，３６～３９ぺ一ジ 。

　　１９）ｒＤ　Ｐ　Ｄ ，Ｇ　Ｓ　Ｄ，Ｏ　Ｐ　Ｄの３つのグルーブ体制を見直すＩ　ＢＭ」『目経 コソピ

　　　 ュータ』１９８１年１２月１４目 ，８５～８８べ一ジ，（株）モースト ・アソド ・モア，上掲
　　　書，３９～４１ぺ一ジ，栗田昭平ｒコソピュータ産業新世代』１９８３年，ダイヤモソド

　　　杜，３４～３５べ一ジ 。

　　２０）「Ｉ　ＢＭパソコソで事業部を新設」『週刊 ・コソピューターワールド ・ジャパ

　　　 ソ』１９８３年８月１５目日 ，１１ぺ一ジ 。

　　２１）ｒ加速度がついたＩ　ＢＭの小型機販売戦略」『週刊 ・コソピューターワーノレド ．

　　　ジャパソ』１９８４年４月３０目，８～９ぺ一ジ 。

　　２２）「Ｉ　ＢＭ・半導体事業部門を再編成」ｒ日経産業新聞』１９８３年１１月２５目
。

（４９）



５０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

　　　社内ベンチ ャー組織Ｉ　ＢＵ（ｈｄｅｐ舳ｄ帥ｔ　Ｂｍｍ舳Ｕｍｔ）の設置

　１９８０年代に入って ，Ｉ　ＢＭ杜は，以上のような事業部構成の大幅た再編成と

並んで，さらにこれまでになかった新しい体質をもっ た組織形態の導入をすす

めた。すなわち，いわゆるブ ロジ ェクト別の杜内ベソチャー組織としての，イ

ンデ ィベソデソト ・ビジネス ・ユニット ，通称Ｉ　ＢＵの設置である 。

　これまでずっとみてきたように，Ｉ　ＢＭ杜は，１９５６年の事業部制組織の導入

以後，この組織の改革を繰り返したがら，絶えず環境対応性に富む組織構造つ

くりをめざしてきた。しかし，１９８０年代を迎えて，マイクロ ・エレクトロニク

スを中心とした技術革新の流れが急潮化するとともに，さらにその内容が多様

化してくる状況下で，これまでのような事業部制組織の枠組みの中だげでは ，

新製品 ・新事業の動向に必ずしも機敏に対応していくことはできなくな ってき

ていた。さらに，事業部制組織の運用によっ て環境対応性に富む組織構造つく

りにつとめてきたとはいえ，全体として巨大化したＩ　ＢＭ杜の組織にはやはり

官僚制的な硬直化の傾向が生まれており ，このような組織硬直化が新しい技術

革新の流れへの対応を鈍くしているという状況も存在していた。そして，この

ような組織硬直化そのものの打破，すたわち組織活性化のための対応策が合わ

せて求められることになっていた 。

　プ ロジエクト別の杜内ベソチャー組織，Ｉ　ＢＵはこのような課題の解決をめ

ざして導入されたものである 。

　このようなＩ　ＢＵ導入の切っ掛げとたったのは，先にのべたバーソナノレ ・コ

ソピ ュータの開発プ ロジ ェクトの成功であ った。このパーソナノレ ・コソピ ュー

タ開発プ ロジ ェクトは，Ｉ　ＢＭ杜の製品開発としては異例のスピードの１年で

バーソナノレ ・コソピ ュータの事業化を実現させることにたったが，このプ ロシ

ェクトの成功は，その後，新しい技術革新の流れに対応した新製品 ・新事業の

開発 ・導入のための組織として，それを　般化したＩ　ＢＵをさまざまなテーマ

にもとづいて積極的に採用していく重要な切っ掛げとな った 。

　このようなＩ　ＢＵは，１９８２年末までに７つ設置され，さらに１９８３年末には１５

が活動中であるといわれる 。それら１５のＩ　ＢＵは，表７０に示されているとおり

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０）
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である 。

　これらのうち ，

クツ ・ビジネス ・ユニットとワーク

ステーショソズ ・ビジネス ・ユニッ

トの２つのＩＢＵは，目本アイ ・ピ

ー・ ニムにおかれているものであ

る。 これらは，１９８３年３月に設置さ

れたものであるが，たとえは印」者 ，

システム ・プ ロダクツ ・ビジネス ・

ユニットについてみると，それは ，

当初，日本アイ ・ビー・ エムの技術

者６０人で出発した。しかし，その後 ，

Ｉ　ＢＭ杜からの出向杜員約２０人を受

け入れたのをはじめ，目本アイ ・ビ

システム ・プ ロダ

第７０表　ＩＢＭ杜のイソディペソデント ・

　　　ヒソネス ・ユニヅト（ＩＢＵ）

　　　　　　　　　　（１９８３年末現在）

○　Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

　　Ｇｅｎｅｒａ１Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

＠　Ｂｉｏｍｅｄｉｃａ１Ｓｙｓｔｅｍｓ

　　　Ｆｉｎａｎｃｉａ１Ｓｅ岬ｉｃｅｓ

　　Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｐｒｏｇｒａｍｓ

＠　Ｉｎｄｕｓｔｎａ１Ａｕｔｏｍａｔ１ｏｎ

¢　ＩＢＭ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ

ゆ　ＩＢＭ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｉｎｃ
．

＠　　Ｌｏｗ－ｅｎｄ　Ｓｔｏｒａｇｅ

＠　Ｓｃ１ｅｎｃｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｓｓｏｃ１ａｔｅｓ，Ｉｎｃ

＠　Ｔｅ１ｅｃｏｍｍｕｎ１ｃａｔ１ｏｎｓ　Ｃａｒｒ１ｅｒ　Ｓｅ町１ｃｅｓ

＠　Ｉｎｆｏｒｍａｔ１ｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍｍ１ｎｇ　Ｓｅｒｖ１ｃｅｓ

＠　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅ１ｓ

＠　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓホ

＠Ｗｏｒｋｓｔａｔｉｏｎｓホ

（注）　ホは日本アイ ・ビー・ エム杜におかれているもの 。
（出所）　日刊工業新聞杜ｒＩＢＭウォッチングー日米
　　Ｎｅｗ 情報産業 コンプレックス（ＮＫ　ＭＯＯＫ２５）』

　　ユ９８４年９月 ，ユ６６ぺ一ジ表６より作成 。

一・ エムの営業，管理，技術，開発，製造などあらゆる部門から人員が派遺さ

れて増強された結果，発足後１年半の１９８３年９月には，約２３０人の大組織に拡

大することにた っている。このビジネス ・ユニットがこれまでに開発 ・商品化

した製品は，中小企業向げの小型システム「システム３６Ｓ　Ｘ」やクレジ ット ・

オソライソ ・システム「ＣＡＴＮＥＴ」用端末機など，いずれも主として目本市

場の特定分野をねらっ て開発されたものである 。

　ところで，これらのヒソネス ・ユニヅトは，形式的には目本アイ ・ヒー・ ニ

ムの中の組織である。しかし，このようたビジネス ・ユニットは同時に親会杜

Ｉ　ＢＭ杜の事業運営委員会直轄の組織とな っており ，独自の予算，製品企画 ，

意思決定権をもつ，独立組織とたっている。それがｒ企業内企業」とか「杜内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
ベソチャー・ ビジネス」とかいわれる所以である 。

　２３）　以上，イソデ ィベソデソト ・ビジネス ・ユニット（Ｉ　ＢＵ）については，「Ｉ　Ｂ

　　　ＭのＩ　ＢＵ」目刊工業新聞杜『Ｉ　ＢＭウォッ チソグ　　目米ＮＥＷ情報産業 コソ

　　　プレックス（ＮＫＭＯＯＫ２５）』１９８４年９月
，．
５３べ一ジ，ｒＩＢＭの経営転換 ・企

　　　　　　　　　　　　　　　　（５１）



５２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

　　業変身」同上誌，１６５～１６６ぺ一ジ；「Ｉ　ＢＭ大変身（上）」『目経産業新聞』１９８３年

　　１２月９目 ，「目本Ｉ　ＢＭ，杜内ベソチャーを強化」同上紙，１９８４年１０月２７目 ，「コ

　　 ソピュータ先端市場　　対日戦略，外資の失敗（上）」『目本経済新聞』１９８４年１２

　　月２５日（朝刊），などを参照 。

　（２）　Ｉ　ＢＭワールド ・トレード社組織の再編成

　（１）ではもっ ぱらＩ　ＢＭ杜が直接に統括する事業部の組織についてみてみたが ，

これまでの各段階でみたと同じようにさらにＩ　ＢＭ杜の国外事業の担い手Ｉ 　Ｂ

Ｍワーノレド ・トレード杜をめぐる組織再編成についてみておく 。

　Ｉ　ＢＭワーノレト ・トレート杜が担う国外事業のウエイトは，すでに６でみた

ように１９７０年代中葉 ・後半には，売上高でも純利益でもＩ　ＢＭ杜全体の事業の

半ぱ，ないしそれをいく分超えるレベルにまで上昇することにな っており ，

１９８０年には売上高で５２．６劣，純利益で５１．１劣を占めることになっていた 。

　しかし，先に掲げた表１４（本稿（２），本誌，第３１巻第５ ・６号，５７ぺ一ジ）でも示

されていたように，国外事業のウエイトは，１９８０年代に入って以降，いく分低

下気味の傾向を示すことになっている。上のように，１９８０年には売上高，純利

益ともにそのウエイトは５０劣を超えていたのに対して，１９８３年には売上高が

４２．４劣，純利益が３９．５刎こまで低下することにな っている 。

　このような，１９８０年代以降の状況変化の背景にあるのは，基本的には，１９８０

年代に入って現代の技術革新の要であるマイクロ ・エレクトロニクスの展開が

より一層加速化してくるとともに，丁方では コイピ ュータ市場が多様化（多層

化）してくることになり ，他方ではそのような コソピ ュータ市場をめぐる競争

が国際的に一層激しさを増すことになったという ，新しい事態の展開である 。

（のようた コソピュータ市場の多様化とそれをめぐる国際的な競争の激化は ，

１９７０年代半はまではアメリカ国内事業よりも速いスピートで成長を続げてきて ，

Ｉ　ＢＭ杜の事業全体の半はを超えるまでにた った，さしもの国外事業の成長を ，

いく分鈍化させることにならざるをえなかったわげである 。

　このような国外事業の相対的な停滞は，さらに売上高純利益率の動向にも端

的にあらわれている。すなわち，，先の表１４に示されていたように，１９７０年代前

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５２）
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半までは国外事業の売上高純利益率の方が国内事業のそれよりもかなり高いレ

ベノレで推移してきていたが，１９７０年代後半以降，とりわげ１９８０年代に入ってか

らは，逆に国外事業の売上高純利益率が国内事業のそれをかなり下回ることに

な：っ てきている 。１９７６年には，国内１３．３刎こ対して国外１６．２％であ ったが ，

１９８１年には国内１３．７劣に対して国外は１１．Ｏ〃こなり ，１９８３年には国内１４．４％に

対して国外は１２．７劣とな っている 。

　以上のような１９８０年代に入ってからの状況を背景にしながら，Ｉ　ＢＭ杜は ，

１９８４年４月 ，先の１９７４年の再編成以来！０年ぶりの，Ｉ　ＢＭワーノレド ．トレード

杜の大幅な組織再編成を行うことにな った 。

　すでにみたように，先回１９７４年の組織再編成は，Ｉ　ＢＭワールド ・トレード

杜の国外事業の対象地域を大きく２分割し，それらを具体的にＩ　ＢＭワーノレト

図３９　１９８４年再編成後のＩ　ＢＭワールト ・トレート　ニミーア杜の組織
　　（１９８４年）

Ｃトｏｉｍｏｎ◎手ｆトｅ　 Ｂ◎ｏｒ

Ｋ． Ｖ． Ｃｏｓｓｏｎｉ
　　　Ｅ／ＭＥ！Ａ

　－ｘｅｃＵｆｉｖｅ　Ｃｏｍｍｉ”ｅｅ
Ｐｒｅｓ１ｄｅｎｆ

Ｐ、 」． Ｋ◎ｆｍｅト１

Ａｒｅ０

Ｍｓｉｏｎ

ｌＢＭ１曲 　　　ｌＢＭ

・１ｆ・ｄ 　Ｋｉ・ｇ一・ｍ

　　ｌＢＭ

ｅＵｉｓｃトｌｏｎｄ

ｌＢＭ戸ｒＯｎＣｅ

　　１ＢＭ

ｅｓｆｅｒｒｅｉｃト

　１ＢＭ

ｅｌｇ１・ｍ

　ｌＢ＾〈

ｅｎｍｏｒｋ

旧ＭＦｉｎｌｏｎｄ 旧Ｍｌｒｅｌ◎ｎｄ

　　旧Ｍ

ｅ沽 ｅｒｌｏｎｄ
ｓ

ｌＢＭｌＳｒＯｅｌ

　１ＢＭ

ｗｅｄｅｎ

　　ｌＢＭ

ｗｉｆｚｅｒｌｏｎｄ

ｌＢＭＳｐｏ１ｎ 　ｌＢＭ

ｏｒｗｏｙ

　旧Ｍ

・・ゆ１

ｌＢＭＴ・ｒｋ・ｙ

（注）¢　スタッフ部門は省酪してある 。

　　◎　会杜名は通称で表記してある 。正確には前掲表ユ５（本稿１２）， 本誌、第３１巻第５ ・６号，６９～７０ぺ一

　　　ジ）を参照 。
（出所）栗田昭平ｒ風雲急を告げるＩ　ＢｌＭｌの対日戦略」『コンピュートピア』１９８４年８月号，３８ぺ一ジ図１ ，

　　および目本アイ ・ビー・ エム社からの説明による 。

　　　　　　　　　　　　　　　（５３）



５４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

・トレード ・ヨーロッパ／中東／アフリカ杜（通称，ニミーア杜）とＩＢＭワー

ルド ・トレード南北アメリカ／極東杜（通称，アフィ 杜）という２つの地域統括

子会杜をとおして行う体制をつくり上げたことであ った 。

図４０１９８４年再編成後のＩ　ＢＭワールト ・

Ｃトｏ１ｍｏｎ◎川ｅ　 Ｂ◎ｏｒｄ

Ｒ． Ａ． Ｐｆｅｉ肝
ｅ・
，」ｒ

Ｐｒｅｓ１ｄｅｎｆ

Ｄ． Ｅ． 州ｃＫ１・ｎｅＹ

Ｆ１ｎｏｎｃｅ ＆
Ｍｏｎｏｇｅｍｅ・ｆ
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　これに対して，１０年後の１９８４年の再編成の要点は，上の２つの子会杜による

地域統括体制を前提としながら，さらにそのもう１つ下のレベノレの個別地域の

統括体制として，それまでは直接個々の現地子会杜に細分化されていた体制を ，

トレード ・アフィ 杜の組織（１９８４年）
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ユ９８４，栗田昭平，上掲論文，図１ ，および目本アイ ・ビー・ エム社からの説明による 。
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新たにいくつかのオベレーティソク ・ユニット（Ｏｐｅｒａｔｍｇ　Ｕｍｔ）によっ て統括

する体制を導入することになったことである。はじめに，こうして再編成され

た２つのＩ　ＢＭワーノレド ・トレード杜地域統括子会杜の組織の概要を示してみ

ると ，図３９，図４０のとおりである
。

　これによっ てあきらかたように，まず ヨーロッバ，中東およびアフリヵ地域

を担当するＩ　ＢＭワーノレト ・トレート ・エミーア杜は，さらにその担当地域を ，

○フラソスＩ　ＢＭ杜（Ｃｏｍｐａｇｎｉｅ　ＩＢＭ　Ｆｒａｎｃｅ，Ｓ．Ａ ．），◎ドイツＩ　ＢＭ杜（ＩＢＭ

Ｄｅｕｔｓｃｈ１ａｎｄ　ＧｍｂＨ），　イギリスＩ　ＢＭ杜（ＩＢＭ　Ｕｍｔｅｄ　Ｋｍｇｄｏｍ　Ｌ１ｍ１ｔｅｄ），　

イタリアＩ　ＢＭ杜（ＩＢＭ　Ｉｔａｌｉａ　Ｓ．ｐ．Ａ ．），および◎上の４つの国の現地子会杜以

外の子会杜をまとめて管理するエリァ ・ティヒショソ（Ａｒｅａ　Ｄ・ｖ・ｓ・ｏｎ），という

５つのオベレーティソグ ・ユニットによって統括する体制を彩づくることにな

った。そして，エリア ・デ ィビジ ョソについては，その本部はバリにおかれる

ことにな った 。

　他方，南 ・北アメリカ（アメリヵ合衆国を除く），極東およぴ大洋州地域を担当

するＩ　ＢＭワーノレト ・トレート ・アフィ 杜の方は，その担当地域を，◎ヵナタ

Ｉ　ＢＭ杜（ＩＢＭ　Ｃａｎａｄａ　Ｌｍ・ｔｅｄ），◎中南米の諸国の現地子会杜を管理する中

南米ティヒン ヨソ（Ｌａｔｍ　Ａｍｅｒ１ｃａ　Ｄｍｓ・ｏｎ），およぴ　目本を含む極東，大洋州

の諸国の現地子会杜を管理するアシア ・バソフィヅク ．グ ノレーブ（Ａｓ・ａ／Ｐａｃ１ｉｃ

Ｇｒｏｕｐ・通称Ａ／ｐＧ），という３つのオペレーティソグ ・ユニットによっ て統括す

る体制をとることにた った 。・ これらのうち，中南米デ ィピジ ョソの本部はアフ

ィ本杜のあるニューヨーク州マウソト ・プレザソトにおかれ，またアジア ．バ

シフィック ・グノレープの本部は東京におかれることになった 。

　こうして，Ｉ　ＢＭワールド ・トレード杜は，その２つの地域統括子会杜が具

体的に現地子会杜を統括するレベノレのところで，これまでのように各国の個々

の現地子会杜をその事業規模の大小にかかわらず直接に統括する体制から，そ

れらをさらにいわは事業戦略的な視点からいくつかのオベレーティソク ．ユニ

ットにまとめて統括する体制をとることにな った。このような体制をとること

によっ て， Ｉ　ＢＭワーノレト ・トレート杜は，先の２つの大きな地域統括会杜に

　　　　　　　　　　　　　　　　（５６）
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よる大まかな国外事業の管理から，一方ではさらによりきめ細かく戦略的に地

域ごとの市場活動の独自性を発揮させる体制をつくると同時に，他方では各国

の現地子会杜に対してこれまでよりもより行きわたった掌握体制をつくり上げ
　　　　　　　　　　　２４）
ることになったわげである 。

　ところで，上のようなＩ　ＢＭワールド ・トレード杜の新しい組織体制のうち

で， もう少し具体的に注目しておかなげればならないのは，とくにアフィ 杜の

組織体制である 。

　すでに図４０からわかるように，新しいアフィ 杜の組織体制は，普通にみられ

る企業のそれとはかなり異な った仕組みをもっ ている。すなわち，ここでは ，

杜長マッ キニー（ＭｃＫｍｎｅｙ，Ｄ　Ｅ）が同杜の事業活動の全範囲を統括すること

にな っておらず，先にのべた３つのオペレーティ１／グ ・ユニットのうち，カナ

ダＩ　ＢＭ杜および中南米デ ィビジ ョソの２つだけを統括することにな っており ，

アジア ・パシフィック ・グノレープについては，アフィ 杜取締役会会長ファイフ

ァー２世（Ｐｆｅ雌ｅＬ　Ｒ　Ａ ，Ｊｒ）に直接に報告する同クノレープ担当経営役員 コソレ

イテス（Ｃｏｎｄｒａｄｅｓ，Ｇ　Ｈ）によっ て統括されることになっているということで

ある。こうして，新しいアフィ 杜の組織体制では，とくに目本を含む極東 ，

大洋州地域の管理はきわめて異例の体制の下におかれることになったわげであ

る。

　Ｉ　ＢＭワールド ・トレード ・アフィ 杜の新しい組織体制において，アジア ・

パシフィシク ・グノレープの管理がこのようた異例の体制の下におかれることに

たっ たのは，現在Ｉ　ＢＭ杜にとっ て， アジア ・大洋州地域が世界市場のうちで

戦略的にもっとも重要な地域と考えられていることによるものである。とくに ，

現在世界でもっともダイナミックで成長率の高い情報処理市場をもつと考えら

れる目本，およびこれからその大市場の開拓が見込まれる中国を擁する極東地

域は，世界戦略を展開するＩ　ＢＭ杜にとっ ても当然にもっとも重要た戦略的地

域と考えられているのであり ，さらに目本が周知のように富士通，目立製作所 ，

目本電気とい った，現在Ｉ　ＢＭ杜にとっ てもっとも強力な一群の競争企業をも

っており ，しかも最近それらの目本の コソピ ュータ企業がアジァ ・大洋州地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７）



５８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

で実績を伸ぱしつつあることを念頭におくと ，Ｉ　ＢＭ杜にとってこの地域での
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
競争力の強化が重要な戦略目標とならざるをえない必然性があるわげである 。

　２４）ＩＢＭ　Ｗｏｒ１ｄ　Ｔｒａｄｅ　Ａ／ＥＥ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｌｏｎ，亙ｏヅ舳一丁加ル〃Ａ／冊　０惚舳２０ 一

　　　〃ｏ〃 吻〃２，Ｊｕ１ｙ１９８４，栗田昭平「風雲急を告げるＩ　ＢＭの対目戦略」『コソピ

　　　 ュートピア』１９８４年８月号，３５～３９ぺ一ジ 。

　２５）「Ｉ　ＢＭ，目本攻蜘こ向げ ‘鎮台”設置へ」『コソピュートピア』１９８２年１１月号 ，

　　　１２４～１２８ぺ一ジ，「米Ｉ　ＢＭ，東京に “アジア作戦本都”」『目経産業新聞』１９８４

　　　年５月２３日 ，「Ｉ　ＢＭ，対中市場対策を強化」同上紙，１９８４年８月１６目，栗田昭

　　　平，同上論文，４５～４６ぺ一ジ，「Ａ／ｐＧ新設の狙いとＰ　ＣＭ撃減作戦」目刊工業

　　　新聞杜，上掲誌，４０～４７べ一ジ 。

　（３）１９８０年代のトッ プ・ マネジメント組織

　以上（１），（２）では，１９８０年代に入ってすすめられたＩ　ＢＭ杜のアメリヵ国内 ・

外の事業部門組織の改革をみてきたが，最後にここではそれを統括するトッ プ

・マネジメソト組織の推移についてみておく 。

　まずはじめに，１９８０年代に入ってからのＩ　ＢＭ杜の上級経営役員構成の推移

を示してみると，図４１のとおりである（本図は，本稿（８）， 本誌，第３３巻第４号，１１０

～１１１べ一ジの図３６と年次的に接続している）。

　Ｉ　ＢＭ杜のトッ プ・ マネジメソトの人的構成は，先に６でみたように，１９７０

年代に一おいては，その前半期に（１９７４年）取締役会会長ケアリ　　杜長オベル

体制が確立したあと，この体制がずっと維持されてきたが，１９８０年代に入ると ，

約１０年ぶりにこれが再編成されることにな った。すなわち，１９８３年はじめに ，

１９８２年以来取締役会会長を勤めてきたケアリーが引退し，その後任にオペルが

就任し，杜長の後任には，１９７８年に４４歳の若さで副杜長兼グノレープ担当経営役

員に就任し，さらに１９８２年に上級副杜長に昇格し，新設のイソフォメーショソ

・システムズ ・アソド ・コミュニケーショソズ ・グループ（ＩＳ＆ＣＧ）担当経

営役員になったばかりの，当時４９歳のエイカース（Ａｋｅｒｓ，Ｊ　Ｆ）が就任するこ

とにな った。また，１９７６年以来空席になっていた取締役会副会長のポストには ，

１９７４年以来上級副杜長の１人をつとめてきたリソー（Ｒ１ｚｚｏ　Ｐ　Ｊ）が就くこと

　　　　２６）

にたった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８）
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１９８０年代ＩＢＭ杜上級経営役員の構成 メンバー推移（１９８０～１９８４年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年末時現在）
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（出所）

Ｏ　→印は継続，“ 印は辞任，」印は上位ポストヘのプロモーション，をそれぞれ示す 。

　　（ＣＥＯ）はＣｈ １ｅｆ　Ｅｘｅｃｕｔ１ｖｅ　Ｏ蘭ｃｅｒ を示す 。

＠　↑印はＧｒｏｕｐ　Ｅｘｅｃｕｔ１ｖｅの兼任を示す 。

＠　Ｎ　ｄｅ　Ｂ　Ｋａｔｚｅｎｂａｃｈは，Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｃｏｍｓｅ１の織務を担生

　　Ａ． Ｊ． Ｋｒｏｗｅ は， １９８３年以降もＦｉｎａｎｃｉａｌ　Ｐ１ａｍｉｎｇの職務を担当 。
　ＩＢＭ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，五舳舳Ｚ地ク０７去，１９８０～１９８３による 。

（５９）
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　ところで，新会長となったオベルについていえは，Ｉ　ＢＭ杜では役員６０歳定

年制をとっ ていることと現在（１９８４年）の年齢（５９歳）を考えると，かれはそれ

はど遠くない先に会長を退き，新取締役会会長エイヵ一ズ（現杜長）一新杜長に

よる，かってのケアリ　　 オペノレ体制に似た長期トヅ プ・ マネシメソト体制が

彬成されることが予想される。このような視点から現在のＩ　ＢＭ杜の上級役員

構成をみてみると，つぎの新杜長侯補として注目されるのは，１９８３年に４５歳と

いう若さで上級副杜長に登場してきたアームストロソグ（Ａｒｍｓｔｒｏｎｇ，Ｃ．Ｍ．）で

ある。かれの４５歳という異例の若さでの上級副杜長就任は，かってのケアリー

オベル，ニイカーズに全く共通のケースである 。

　こうして，Ｉ　ＢＭ杜は，１９８１～１９８２年の事業部門組織の構造再編成に続いて ，

１９８３年には約１０年ぶりにトッ プ・ マネジメソトの人的構成の大幅た再編成をす

すめることにな ったが（上にのべたように，それはまだ完了しておらず，１９８４年現在

まだ進行中のようにおもわれる），これによっ てオペノレが新会長に就任すると，さ

らに早速にトッ プ・ マネジメソト組織の再編成が断行されることにな った。こ

のようた再編成の結果，新たにどのようたトッ プ・ マネジメソト組織ができあ

がっ たかは，先の図３９に示されているとおりである 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，すでに６でみたように，それまでトッ プ・ マネジメソト組織と

して，取締役会会長，杜長と３～４人の上級副杜長というごく限られたメソバ

ーから成るコーポレート ・オフィスがあり ，それらのメソハーが企業経営委員

会（Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｃｏｍｍ．ｔｔｅｅ）を構成して最高意思決定機能を果たすこ

とにな っていた。しかし，新事業分野への進出をはじめ，１９８０年代以降の新し

い経営環境の変化に機敏に対応するためには，より多くの人材を経営の最高意

思決定機構に参画させ，広く叡知を結集することが必要とたってきていた 。

　そこで，このような必要を痛感していたオペルは，取締役会会長に就任する

と早速に；それまでの コーポレート ・オフィスを改組して，取締役会会長オペ

ノレ，副会長リゾー 杜長エイカーズ，および各主要部門の最高責任者，合計１５

名で構成される（１９８４年８月現在）「コーポレート ・マネジメソト ・ボ＝ド（Ｃｏｒ－

ｐｏｒａｔｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｂｏａｒｄ）」を設置した。そして，それと同時に，さらにこの
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「コーポレート ・マネジメソト ・ポード」の意思決定をリードする機動的な組

織として，それに連動する ，ｒ政策委員会（Ｐｏｌ・ｃｙ　Ｃｏｍｍ・ｔｔｅｅ）」と「事業運営委

員会（Ｂｕｓ１ｎｅｓｓ　Ｏｐｅｒａｔ・ｏｎｓ　Ｃｏｍｍ・ｔｔｅｅ）」という２つの委員会を発足させること

にな った 。

　このうち，政策委員会は，図３９に示されているように，取締役会会長オペル ，

副会長リゾー 杜長エイカーズという３人の最高首脳から構成されている 。こ

れによっ てあきらかなように，この委員会はＩ　ＢＭ杜のもっとも重要な長期的

戦略をリードする役割を担うことにな っている 。

　また，事業運営委員会は，取締役会会長オペノレを議長として，上の３人の最

高首脳に本杜スタ ッフ部門の各部門の最高責任者および本杜ビジネス ・ユニッ

ト統括責任者を加えて構成されている。このような構成メソバーからも分かる

ように，この委員会はより目常的で具体的な事業計画の作成およひ評価をリー

ドする役割を担うことにな っている。とくに，Ｉ　ＢＭ杜は，先に〔１〕でのべた

ように，このようなトッ プ・ マネジメソト組織の改革と前後して，それまでの

事業部制組織とは別にイソティペソテソト ・ヒソネス ・ユニソト（Ｉ　ＢＵ）とい

う杜内ベソチャー組織を導入することにな ったが，このようなＩ　ＢＵの管理が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
この委員会の直轄下におかれることにな っている 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，こうして１９８３年にトッ ブ・ マネジメソトの人的構成および組織

体制の大幅な再編成をすすめることにな った。そして，か って約１０年印」の１９７２

～７４年に行われた再編成が１９７０年代Ｉ　ＢＭ杜の経営戦略をリードするトッ プ・

マネジメソト体制の確立を意味していたように，今回の１９８３年の再編成は，こ

れからの１９８０年代中葉 ・後半のＩ　ＢＭ杜の新しい経営戦略を担うトヅ プ・ マ子

ジメソト体制の彩成という意義をもつことになるであろう 。

　　２６）「Ｉ　ＢＭオペノレ会長 ・ユーカーズ杜長 コソビ誕生」『週刊 ・コソピューターワー

　　　ノレド ・ジャバソ』１９８３年３月１４目 ，１６ぺ 一ジ 。

　　２７）竹田義則『Ｉ　ＢＭのすべて』１９８４年，目本実業出版杜，２８～３３べ一ジ 。

（６１）



　６２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第１号）

　〔補章〕

　以上，１９８４年１２月までの状況にもとづいて説明してきたが，１９８５年に入って ，
Ｉ　ＢＭ杜の経営構造には早遠さらにいくつかの新しい展開がみられた。その主

なものは，つぎのとおりである。一

　（１）事業構造のレベノレでは，２月１２目 ，かねてｒ！エラ」の コート名で発表

が醇されていた汎用 コソピ ュータの最上位機種が，３０９０シリーズ ・モデ ノレ２００

およぴ４００として発表された。モテノレ２００は２つのＣ　ＰＵから構成され，モテ

ル４００はモデノレ２００をべ一スにさらに２つのＣ 　Ｐ　Ｕを追加した４Ｃ 　Ｐ　Ｕシステ

ムである。内部処理速度は，モデノレ２００が２８ＭＩＰＳ，４００が５０ＭＩＰＳ程度と推定

される。モテノレ２００の場合をさきに本文でのべた３０８１－ＫＸにくらべてみると ，

事務計算で１．７～１．９倍，科学技術計算で１．９～２．９倍の性能をもつことになる

（『目本経済新聞』１９８５年２月１３目 ，『週刊 ・コソピューターワー ルド ・ジャバン』１９８５年

２月１８日）。

　（２）組織構造のレベノレでは，１月１目より ，これまで超小型 コソピ ュータと

関連装置 ・関連ソフトウニア，事務機器，オフィス ・システム，通信システム

などの開発 ・製造を担当してきたイソフォメーショソ ・システムズ ・アソド ・

コミュニケーショソス ・クノレープ（ＩＳ＆ＣＧ）が２つの事業グループに分割 ・

再編成されることにな った。すなわち，ＩＳ＆ＣＧからタイプライター 複写

機， 金融機関および製造業用システムたどを担当しているイソフォメーショソ

・プ ロタクツ事業部と，超小型 コソピ ュータを担当しているンステム ・プ ロタ

クツ事業部を独立させて，新たにイソフォメーンヨソ ・ンステムズ ・アソト ・

プロ ダクツ ・グループ（ＩＳ＆ＰＧ）が設置され，ＩＳ＆ＣＧは通信システム ，

オフィス ・ンステムを担当するテレコミュニケーンヨソ ・プ 肩タクツ事業部と ，

バーソナノレ ・コソピ ュータを担当するエソトリー・ システムス事業部を柱とし

て，コソピ ュータと通信が結合する来るべき新しい時代の事業の担い手として

純化させられることにな った。そして，新たなＩＳ＆ＣＧには，さらにテレ

コミュニケーショソ ・プ ロダクツ ・オーガニゼーショソ（ＴＰＯ）とイソダスト

リアノレ ・システムズ ・オーガニゼーショソ（Ｉ　Ｓ　Ｏ）という２つのＩ　ＢＵが含め
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られることにな った。Ｔ　Ｐ　Ｏは，１９８４年末に買収したデ ィジタルＰ　ＢＸ（構内

交換機）メーカー ロルム 杜（Ｒｏ１ｍ，Ｉｎｃ．）をそのままＩＢＵとして編成したも

のであり ，またＩ　Ｓ　Ｏは，ＣＡＤ／ＣＡＭや産業用 ロポットの開発 ・製造を担当

するＩＢＵである（ｒ目経産業新聞』１９８４年１２月６目，飯塚忠雄ｒＩＢＭｖｓＡＴ＆Ｔ一

世界情報帝国のシナリオ』１９８５年，東京出版，６３～６８ぺ 一ジ）。

　（３）　トッ プ・ マネジメソト組織にかかわっては，２月４日付げで，杜長エイ

カースがそれまで取締役会会長オベルが握っていた首席経営役員（Ｃｈ・ｅｆ　Ｅｘｅｃｕ －

ｔ・ｖｅ　Ｏ蘭ｃｅｒ　ＣＥＯ）のポストを継承することにな った。オペノレは取締役会会長の

ポストにはとどまるが，これによっ て， 実質的な経営支配権は杜長エイカーズ

が掌握することにな ったわけである（ＩＢＭ：１Ｍｌｏｒｅ　Ｗｏｒ１ｄｓ　ｔｏ　Ｃｏｎｑｕｅｒ，肋ｓ伽ｓｓ

Ｗ６６尾，Ｆｅｂｒｕａｒｙ１８．１９８５，ｐｐ
．４４＿５０．）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９８５年２月２８日）　（完）

（６３）




